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　は
じ
め
に

　
近
代
山
形
の
郷
土
史
を
考
え
る
上
で
、
伊
佐
早
謙
（
一
八
五
八
～

一
九
三
〇
）、
及
び
そ
の
文
庫
で
あ
る
「
林
泉
文
庫
」
の
存
在
な
く
し
て
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
伊
佐
早
が
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
行
っ
た
資
料
収
集
や『
山
形
県
史
』（
大
正
九
年
刊
行
）、『
奥
羽
編
年
史
料
』（
明

治
三
十
八
年
完
成
）
等
に
お
け
る
置
賜
の
み
な
ら
ず
、
山
形
・
奥
羽
の
歴
史
資

料
を
編
纂
し
た
功
績
は
大
き
く
、
新
宮
学
氏
は
「
米
沢
藩
以
来
の
貴
重
な
図
書

が
散
逸
す
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
た
の
は
稀
有
の
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
①
。

　
伊
佐
早
は
安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
十
二
月
二
十
八
日
、
上
花
沢
信
濃
町

（
現 

米
沢
市
東
一
丁
目
）、
米
沢
藩
士
の
御
小
納
戸
組
の
家
に
生
ま
れ
、
興
譲

館
提
学
の
片
山
弦
斎
（
一
貫
、
仁
一
郎
）
の
下
で
漢
学
を
学
ん
だ
②
。
明
治
七

年
（
一
八
七
四
）、
十
六
歳
の
時
よ
り
置
賜
郡
高
嶺
小
学
校
に
勤
め
、
以
降
、

松
岬
学
校
、
西
置
賜
小
学
校
、
山
形
県
師
範
学
校
（
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化

学
部
の
前
身
の
ひ
と
つ
）
で
教
鞭
を
と
り
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら

は
私
立
米
沢
中
学
校
に
勤
務
す
る
。
同
校
で
は
断
続
的
に
明
治
三
十
年
ま
で
教

え
て
い
た
が
、
そ
の
間
の
明
治
十
八
年
に
は
一
時
上
京
し
、
中
村
正
直
（
敬
宇
、

一
八
三
二
～
一
八
九
一
）
が
経
営
す
る
同
人
社
の
教
授
嘱
託
と
な
り
、
約
八
ヶ

月
そ
こ
で
教
鞭
を
と
り
、
翌
年
、
米
沢
に
戻
る
。
ま
た
明
治
二
十
三
年
か
ら
は
、

上
杉
家
よ
り
記
録
編
纂
を
任
ぜ
ら
れ
、「
上
杉
家
御
年
譜
」、「
上
杉
家
記
」、「
上
杉

謙
信
公
年
表
」
等
の
編
纂
を
行
っ
た
③
。

　
さ
て
、
本
稿
の
主
題
と
な
る
伊
佐
早
の
蔵
書
「
林
泉
文
庫
」
の
来
歴
を
論
ず

る
前
に
、
そ
の
文
庫
を
伊
佐
早
没
後
に
保
管
し
て
き
た
米
沢
図
書
館
の
歴
史
を

伊
佐
早
謙
が
収
集
し
た
「
林
泉
文
庫
」
に
つ
い
て

　― 

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
書
を
中
心
に 

―
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今
一
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
立
米
沢
図
書
館
の
前
身
と
な
る
財
団
法
人
米

沢
図
書
館
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
開
館
す
る
。
そ
の
二
年
前
の
明
治

四
十
年
、
伊
佐
早
も
そ
の
発
起
人
に
名
を
連
ね
る
「
図
書
館
財
団
設
立
趣
意
書
」

が
提
出
さ
れ
、
米
沢
図
書
館
の
設
立
が
望
ま
れ
た
。
そ
の
「
趣
意
書
」
に
は
、

私
カ
ニ
案
ズ
ル
ニ
社
会
ノ
文
化
ヲ
進
ム
ル
事
業
ハ
一
ニ
シ
テ
足
ラ
ズ
ト
雖

モ
学
校
ニ
次
ギ
テ
有
効
ナ
ル
モ
ノ
ハ
図
書
館
ヲ
以
テ
最
ト
ス
、④

と
、
図
書
館
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
学
校
に
次
い
で
社
会
の
文
化
を
進
め
る

有
効
な
る
事
業
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
遡
る
こ
と
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
　
初
編
』
で
西
洋
の

「
文
庫
（
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
キ
）」
が
初
め
て
日
本
で
紹
介
さ
れ
⑤
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
は
、
湯
島
聖
堂
内
に
書
籍
館
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
日
本

に
お
け
る
近
代
図
書
館
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
山
形
県
内
で
は
、
私

立
米
沢
中
学
校
内
で
書
籍
を
「
人
民
へ
縦
覧
」
さ
せ
て
い
た
が
⑥
、
県
内
に
お

い
て
本
格
的
な
図
書
館
の
開
設
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）、
山
形
中

学
校
内
に
私
立
山
形
図
書
館
が
開
館
し
た
こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
明

治
四
十
二
年
の
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
も
こ
の
全
国
的
な
図
書
館
設
置

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
明
治
三
十
三
年
に
図

書
館
令
（
旧
）
が
発
布
さ
れ
、
公
共
図
書
館
の
設
置
に
法
的
な
根
拠
が
与
え
ら

れ
、
教
育
制
度
上
の
位
置
が
明
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
⑦
。

　
米
沢
に
お
い
て
の
図
書
館
の
状
況
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
八
年
頃
か

ら
私
立
米
沢
中
学
校
内
で
資
料
閲
覧
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
県
内
で
も
先

駆
的
な
図
書
館
（
文
庫
）
創
設
の
計
画
が
、
明
治
二
十
五
年
頃
に
米
沢
の
自
由

民
権
運
動
家
の
清
水
彦
介
（
一
八
二
一
～
一
八
九
五
）
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て

い
た
⑧
。
そ
の
清
水
の
「
米
沢
文
庫
設
立
案
」
に
は
米
沢
大
町
に
あ
る
「
米
沢

文
庫
」
の
保
存
に
苦
し
ん
で
い
る
な
ら
ば
、「
米
沢
中
学
校
ヲ
借
リ
テ
書
籍
館
ト

ナ
シ
米
沢
文
庫
ヲ
置
」
き
、
規
則
を
設
け
て
「
後
世
永
保
シ
テ
失
ハ
ザ
ル
ノ

道
」
を
立
て
る
べ
き
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
⑨
。
清
水
の
図
書
館
（
文
庫
）
構

想
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
米
沢
に
お
け
る
図
書
館
建
設
の
素
地
は
こ
の
よ
う

に
整
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
伊
佐
早
ら
に
よ
る
明
治
四
十
年
の
「
図
書
館
財
団
設

立
趣
意
書
」
に
繋
が
る
の
で
あ
ろ
う
。「
趣
意
書
」
に
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

興
譲
館
財
団
ニ
於
テ
ハ
従
来
保
管
ス
ル
所
ノ
旧
藩
伝
来
ノ
蔵
書
全
部
及
文

庫
一
棟
ヲ
寄
贈
セ
ラ
ル
ベ
ク
猶
創
立
費
ニ
対
ス
ル
相
当
ノ
出
金
及
維
持
費
ニ

対
ス
ル
年
々
一
定
ノ
金
額
ヲ
支
出
セ
ラ
ル
ベ
キ
内
議
ア
リ
、（
中
略
）
彼
ノ
伝

来
ノ
蔵
書
タ
ル
殆
ン
ド
和
漢
有
用
ノ
典
籍
ヲ
網
羅
シ
巻
帙
数
千
ノ
多
キ
ヲ

有
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
現
今
金
銭
ヲ
以
テ
購
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
珍
書
亦
少
ナ
カ

ラ
ズ
、
将
来
之
ニ
多
少
ノ
新
書
ヲ
加
ヘ
逐
次
拡
張
ヲ
図
ル
ニ
於
テ
ハ
地
方
有

数
ノ
図
書
館
ト
ナ
シ
得
ル
ノ
日
決
シ
テ
遠
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
信
ズ
⑩

　
興
譲
館
財
団
か
ら
旧
藩
時
代
の
蔵
書
全
て
と
文
庫
建
物
一
棟
が
寄
贈
さ
れ
る

こ
と
、
ま
た
創
立
費
の
み
な
ら
ず
毎
年
一
定
の
出
資
金
が
供
出
さ
れ
る
こ
と
が

内
諾
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
蔵
書
は
和
漢
の
有
用
な
る
書
籍
で
あ
り
、

当
時
に
お
い
て
も
金
銭
を
以
て
購
入
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
将
来
、
多
少
の

新
書
を
加
え
な
が
ら
も
「
地
方
有
数
ノ
図
書
館
」
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
図

書
館
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
趣
意
を
掲
げ
た
財
団
法
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　は
じ
め
に

　
近
代
山
形
の
郷
土
史
を
考
え
る
上
で
、
伊
佐
早
謙
（
一
八
五
八
～

一
九
三
〇
）、
及
び
そ
の
文
庫
で
あ
る
「
林
泉
文
庫
」
の
存
在
な
く
し
て
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
伊
佐
早
が
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
行
っ
た
資
料
収
集
や『
山
形
県
史
』（
大
正
九
年
刊
行
）、『
奥
羽
編
年
史
料
』（
明

治
三
十
八
年
完
成
）
等
に
お
け
る
置
賜
の
み
な
ら
ず
、
山
形
・
奥
羽
の
歴
史
資

料
を
編
纂
し
た
功
績
は
大
き
く
、
新
宮
学
氏
は
「
米
沢
藩
以
来
の
貴
重
な
図
書

が
散
逸
す
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
た
の
は
稀
有
の
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
①
。

　
伊
佐
早
は
安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
十
二
月
二
十
八
日
、
上
花
沢
信
濃
町

（
現 

米
沢
市
東
一
丁
目
）、
米
沢
藩
士
の
御
小
納
戸
組
の
家
に
生
ま
れ
、
興
譲

館
提
学
の
片
山
弦
斎
（
一
貫
、
仁
一
郎
）
の
下
で
漢
学
を
学
ん
だ
②
。
明
治
七

年
（
一
八
七
四
）、
十
六
歳
の
時
よ
り
置
賜
郡
高
嶺
小
学
校
に
勤
め
、
以
降
、

松
岬
学
校
、
西
置
賜
小
学
校
、
山
形
県
師
範
学
校
（
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化

学
部
の
前
身
の
ひ
と
つ
）
で
教
鞭
を
と
り
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら

は
私
立
米
沢
中
学
校
に
勤
務
す
る
。
同
校
で
は
断
続
的
に
明
治
三
十
年
ま
で
教

え
て
い
た
が
、
そ
の
間
の
明
治
十
八
年
に
は
一
時
上
京
し
、
中
村
正
直
（
敬
宇
、

一
八
三
二
～
一
八
九
一
）
が
経
営
す
る
同
人
社
の
教
授
嘱
託
と
な
り
、
約
八
ヶ

月
そ
こ
で
教
鞭
を
と
り
、
翌
年
、
米
沢
に
戻
る
。
ま
た
明
治
二
十
三
年
か
ら
は
、

上
杉
家
よ
り
記
録
編
纂
を
任
ぜ
ら
れ
、「
上
杉
家
御
年
譜
」、「
上
杉
家
記
」、「
上
杉

謙
信
公
年
表
」
等
の
編
纂
を
行
っ
た
③
。

　
さ
て
、
本
稿
の
主
題
と
な
る
伊
佐
早
の
蔵
書
「
林
泉
文
庫
」
の
来
歴
を
論
ず

る
前
に
、
そ
の
文
庫
を
伊
佐
早
没
後
に
保
管
し
て
き
た
米
沢
図
書
館
の
歴
史
を

伊
佐
早
謙
が
収
集
し
た
「
林
泉
文
庫
」
に
つ
い
て

　― 

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
書
を
中
心
に 

―
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人
米
沢
図
書
館
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
七
日
に
開
館
式
が
挙

行
さ
れ
、
同
月
十
七
日
よ
り
一
般
公
開
を
し
、「
午
前
九
時
ヨ
リ
館
内
縦
覧
ヲ
許

セ
シ
ニ
来
館
者
男
子
九
十
五
人
、
婦
人
三
十
七
人
」
が
来
館
し
た
と
『
図
書
館

日
誌
』
に
は
記
載
が
あ
る
⑪
。

　
さ
て
、
伊
佐
早
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
以
来
、
図
書
館
人
と
し
て

も
活
躍
し
、
近
代
山
形
の
図
書
館
の
黎
明
期
に
、
そ
の
資
料
の
保
全
に
尽
力
し

た
人
物
だ
と
い
え
る
。
ま
た
一
方
で
、
収
集
し
た
資
料
を
用
い
て
歴
史
書
の
編

纂
を
し
た
、
近
代
山
形
に
お
け
る
最
初
の
郷
土
史
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物

で
あ
る
⑫
。
そ
の
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
軌
跡
を
辿
り
、
中
で
も
特
に
終
生
か

け
て
集
め
た
「
林
泉
文
庫
」
の
現
在
の
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
収
集
の
意
図
を

探
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
尚
、
本
稿
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
総
合
資
料
学
の
創
成
」
事
業
（
奨
励

研
究
「
山
形
に
お
い
て
近
代
に
収
集
さ
れ
た
歴
史
資
料
の
研
究
と
活
用
―
長
井

政
太
郎
収
集
資
料
と
林
泉
文
庫
」）
に
お
け
る
研
究
成
果
で
あ
る
⑬
。
伊
佐
早

家
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
者
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
を
付
し
て
お

き
た
い
。

一
、「
林
泉
文
庫
」
の
現
在

　
伊
佐
早
の
蔵
書
で
あ
る
「
林
泉
文
庫
」
は
、
自
身
の
住
ん
で
い
た
林
泉
寺
町

に
そ
の
名
を
由
来
す
る
。
そ
し
て
伊
佐
早
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
一
月

に
林
泉
寺
町
の
自
宅
を
改
築
し
落
成
し
て
い
る
。
ま
た
現
存
す
る
「
林
泉
文
庫

扁
額
」
に
は
「
大
正
甲（
十
三
）子
五
月
初
八
□
□
　
六
十
八
翁
謙
」⑭
と
あ
り
、
こ
の

額
は
伊
佐
早
が
六
十
八
歳
の
時
に
掲
げ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
い
つ
か
ら
自
身

の
文
庫
を
「
林
泉
文
庫
」
と
称
し
て
い

た
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
つ
の
指
標
に

な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
か
月
前

の
二
月
十
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
に
か

け
て
、
伊
佐
早
は
米
沢
藩
最
後
の
藩
主

で
あ
る
上
杉
茂
憲
の
事
績
調
査
の
た
め

に
沖
縄
を
訪
れ
、「
北
燕
游
草
」
⑮
や
「
御

詩
和
韻
集
」⑯
等
の
貴
重
な
琉
球
漢
詩
文

の
資
料
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
こ
と
と
も

関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
本
稿
で
「
林
泉
文
庫
」
と
称
す

る
資
料
は
伊
佐
早
が
自
宅
の
書
庫
「
林

泉
文
庫
」
と
掲
額
し
た
書
籍
全
体
と
す

る
。
現
在
、
確
認
し
て
い
る
伊
佐
早
の

蔵
書
印
は
「
羽
前
　
米
澤
市
　
林
泉
寺
町
　
伊
佐
早
謙
」、「
伊
佐
早
蔵
本
」、「
伊

佐
早
謙
」、「
林
泉
文
庫
」、「
伊
佐
早
兼
古
書
之
寶
」、「
伊
佐
早
謙
字
君
益
之
印
」、

「
兼
印
」、「
君
氏
益
」
の
八
点
、ま
た
米
沢
図
書
館
で
貼
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
林
」

の
朱
印
あ
る
付
箋
も
確
認
し
て
い
る
⑰
。
し
か
し
な
が
ら
注
意
し
た
い
の
は
こ
の

蔵
書
の
多
く
は
伊
佐
早
の
蔵
書
印
と
と
も
に
、
た
と
え
ば
「
米
沢
蔵
書
」
印
等

の
他
の
蔵
書
印
も
一
緒
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
米
沢
蔵
書
」
と
は
、
米

沢
藩
の
藩
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
伊
佐
早
が
資
料
収
集

の
過
程
の
中
で
、
も
し
く
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
館
長
時
代
に
所
蔵
が
混
同

さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
伊
佐
早
は
図
書
館
長
と
同
時
に
上
杉
家
記
録
所

総
裁
を
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
上
杉
家
の
家
史
及
び
郷
土
史
の
編
纂
を
自
宅
で
し
て

所　蔵　館 コレクション名 点　　数

市立米沢図書館

「林泉文庫」として整理  706部 （1,634冊）
「米沢善本」として整理  20部 （109冊）
「興譲館本」として整理  6部 （48冊）
その他  2部 （14冊）

山形大学小白川図書館  1,267部 （5,516冊）
山形県公立大学法人付属図書館

（前　米沢女子短期大学付属図書館）  94部 （521冊）

瑞龍院龍門図書館（白鷹町）  497部 （1,987冊）
米沢市上杉博物館 「上杉文書」所収 点数不明
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い
た
関
係
で
、
そ
の
よ
う
な
混
同
も
起
こ
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
で
は
「
林
泉
文
庫
」
の
現
在
の
収
蔵
状
況
は
と
い
う
と
、
表
の
と
お
り
山
形

県
内
の
各
館
で
分
散
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
⑱
。「
林
泉
文
庫
」
が
こ
の
よ
う
な

分
散
を
し
て
い
る
現
状
を
振
り
返
る
と
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
伊
佐
早

は
上
杉
鷹
山
の
彫
像
製
作
の
資
金
援
助
の
た
め
に
酒
田
の
本
間
家
を
訪
れ
た
際

に
に
わ
か
に
発
病
、
同
五
年
四
月
に
図
書
館
長
を
辞
す
と
、
同
年
六
月
五
日
に

没
す
る
。
遺
言
に
よ
り
、
伊
佐
早
の
蔵
書
で
あ
る
「
林
泉
文
庫
」
は
同
年
に
上

杉
家
に
寄
贈
さ
れ
、そ
の
大
半
で
あ
る
一
万
一
二
四
〇
冊
（
三
一
四
一
部
）
が
、

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
因
み
に
こ
の
年

の
四
月
に
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
は
市
営
化
さ
れ
、「
市
立
米
沢
図
書
館
」
と
し

て
運
営
を
新
た
に
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
次
の
「
米
沢
新
聞
」
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
日
の
記
事
は
、
伊
佐
早
生
前
よ

り
、
同
文
庫
の
存
在
が
世
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　「
伊
佐
早
文
庫
　
上
杉
家
に
寄
附
　
図
書
館
に
保
管
す
る
」

史
学
者
と
し
て
名
を
成
し
た
米
沢
市
林
泉
寺
町
故
伊
佐
早
謙
翁
の
残
し
た

所
謂
「
伊
佐
早
文
庫
」
は
郷
土
史
研
究
調
査
上
貴
重
な
古
文
書
が
多
い
の

で
同
翁
の
没
後
図
書
館
に
委
託
し
て
ほ
し
い
と
関
係
者
達
は
遺
族
に
要
望

し
て
来
た
が
、
伊
佐
早
家
で
は
こ
れ
を
上
杉
家
に
寄
附
し
た
き
旨
の
申
出

あ
り
、
上
杉
家
で
は
実
現
の
上
は
図
書
館
に
保
管
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な

る
模
様
で
郷
土
史
研
究
家
達
が
待
望
し
て
居
た
「
伊
佐
早
文
庫
」
の
公
開

さ
れ
る
日
も
近
い
も
の
と
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。⑲

　
そ
し
て
こ
の
年
に
米
沢
図
書
館
に
「
林
泉
文
庫
」
が
上
杉
家
か
ら
寄
託
さ
れ

る
。
同
館
に
残
る
「
郷
土
資
料
の
由
緒
」
に
は
、
昭
和
五
年
の
上
杉
家
へ
の
寄

贈
は
、
伊
佐
早
の
息
子
で
あ
る
信
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
上
杉
茂
憲

の
助
言
も
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
⑳
。

　
さ
て
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
「
林
泉
文
庫
」
は
、
同
館
が
昭
和

二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
郷
土
米
沢
に
関
す
る
書
籍
群
を
購
入
、
昭
和
三
十

年
（
一
九
五
五
）
に
は
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
が
六
回
に
分
け
て
購
入
し

て
い
る
。
そ
の
翌
年
に
は
米
沢
図
書
館
が
「
林
泉
文
庫
追
加
分
」
と
し
て
約

一
二
〇
点
を
追
加
購
入
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
米
沢

図
書
館
所
蔵
の「
林
泉
文
庫
」六
八
七
部
を
収
録
し
た『
林
泉
文
庫
目
録
』（
の
ち
、

昭
和
五
十
八
年
に
改
訂
版
発
行
）
を
刊
行
し
、
世
に
「
林
泉
文
庫
」
の
存
在
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
及
び

瑞
龍
院
龍
門
図
書
館
（
白
鷹
町
）
が
残
り
の
「
林
泉
文
庫
」
を
購
入
し
、
現
在

も
各
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
表
に
あ
る
米
沢
市
上
杉
博
物
館
所
蔵
の
「
上
杉
文
書
」
中
に
「
林
泉
文

庫
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、「
林
泉
文
庫
」
の
上

杉
本
邸
所
蔵
分
が
以
前
か
ら
上
杉
家
で
所
蔵
し
て
い
た
藩
政
資
料
と
と
も
に
米

沢
図
書
館
に
「
上
杉
文
書
」
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

表
に
あ
る
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
の
「
そ
の
他
」
の
資
料
は
、「
編
年
子
爵
上
杉

家
記
」（
十
三
冊
、
同
館
　
上
杉
支
侯
家
文
書
三
所
収
）、「
米
沢
雑
事
記
」（
一
冊
、

同
館
　
中
沢
氏
収
集
資
料
十
八
）
で
あ
る
が
、
前
者
は
伊
佐
早
謙
の
著
作
物
の

写
本
で
、
後
者
に
は
「
林
泉
文
庫
」
印
、「
羽
前
　
米
沢
市
林
泉
寺
町
　
伊
佐
早

謙
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
「
米
沢
雑
事
記
」
の
履
歴
に
つ
い
て
不
明

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
他
に
も
未
発
見
の
「
林
泉
文
庫
」
は
ま
だ
存
在
す
る

と
思
わ
れ
る
。
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人
米
沢
図
書
館
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
七
日
に
開
館
式
が
挙

行
さ
れ
、
同
月
十
七
日
よ
り
一
般
公
開
を
し
、「
午
前
九
時
ヨ
リ
館
内
縦
覧
ヲ
許

セ
シ
ニ
来
館
者
男
子
九
十
五
人
、
婦
人
三
十
七
人
」
が
来
館
し
た
と
『
図
書
館

日
誌
』
に
は
記
載
が
あ
る
⑪
。

　
さ
て
、
伊
佐
早
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
以
来
、
図
書
館
人
と
し
て

も
活
躍
し
、
近
代
山
形
の
図
書
館
の
黎
明
期
に
、
そ
の
資
料
の
保
全
に
尽
力
し

た
人
物
だ
と
い
え
る
。
ま
た
一
方
で
、
収
集
し
た
資
料
を
用
い
て
歴
史
書
の
編

纂
を
し
た
、
近
代
山
形
に
お
け
る
最
初
の
郷
土
史
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物

で
あ
る
⑫
。
そ
の
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
軌
跡
を
辿
り
、
中
で
も
特
に
終
生
か

け
て
集
め
た
「
林
泉
文
庫
」
の
現
在
の
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
収
集
の
意
図
を

探
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
尚
、
本
稿
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
総
合
資
料
学
の
創
成
」
事
業
（
奨
励

研
究
「
山
形
に
お
い
て
近
代
に
収
集
さ
れ
た
歴
史
資
料
の
研
究
と
活
用
―
長
井

政
太
郎
収
集
資
料
と
林
泉
文
庫
」）
に
お
け
る
研
究
成
果
で
あ
る
⑬
。
伊
佐
早

家
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
者
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
を
付
し
て
お

き
た
い
。

一
、「
林
泉
文
庫
」
の
現
在

　
伊
佐
早
の
蔵
書
で
あ
る
「
林
泉
文
庫
」
は
、
自
身
の
住
ん
で
い
た
林
泉
寺
町

に
そ
の
名
を
由
来
す
る
。
そ
し
て
伊
佐
早
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
一
月

に
林
泉
寺
町
の
自
宅
を
改
築
し
落
成
し
て
い
る
。
ま
た
現
存
す
る
「
林
泉
文
庫

扁
額
」
に
は
「
大
正
甲（
十
三
）子
五
月
初
八
□
□
　
六
十
八
翁
謙
」⑭
と
あ
り
、
こ
の

額
は
伊
佐
早
が
六
十
八
歳
の
時
に
掲
げ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
い
つ
か
ら
自
身

の
文
庫
を
「
林
泉
文
庫
」
と
称
し
て
い

た
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
つ
の
指
標
に

な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
か
月
前

の
二
月
十
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
に
か

け
て
、
伊
佐
早
は
米
沢
藩
最
後
の
藩
主

で
あ
る
上
杉
茂
憲
の
事
績
調
査
の
た
め

に
沖
縄
を
訪
れ
、「
北
燕
游
草
」
⑮
や
「
御

詩
和
韻
集
」⑯
等
の
貴
重
な
琉
球
漢
詩
文

の
資
料
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
こ
と
と
も

関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
本
稿
で
「
林
泉
文
庫
」
と
称
す

る
資
料
は
伊
佐
早
が
自
宅
の
書
庫
「
林

泉
文
庫
」
と
掲
額
し
た
書
籍
全
体
と
す

る
。
現
在
、
確
認
し
て
い
る
伊
佐
早
の

蔵
書
印
は
「
羽
前
　
米
澤
市
　
林
泉
寺
町
　
伊
佐
早
謙
」、「
伊
佐
早
蔵
本
」、「
伊

佐
早
謙
」、「
林
泉
文
庫
」、「
伊
佐
早
兼
古
書
之
寶
」、「
伊
佐
早
謙
字
君
益
之
印
」、

「
兼
印
」、「
君
氏
益
」
の
八
点
、ま
た
米
沢
図
書
館
で
貼
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
林
」

の
朱
印
あ
る
付
箋
も
確
認
し
て
い
る
⑰
。
し
か
し
な
が
ら
注
意
し
た
い
の
は
こ
の

蔵
書
の
多
く
は
伊
佐
早
の
蔵
書
印
と
と
も
に
、
た
と
え
ば
「
米
沢
蔵
書
」
印
等

の
他
の
蔵
書
印
も
一
緒
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
米
沢
蔵
書
」
と
は
、
米

沢
藩
の
藩
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
伊
佐
早
が
資
料
収
集

の
過
程
の
中
で
、
も
し
く
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
館
長
時
代
に
所
蔵
が
混
同

さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
伊
佐
早
は
図
書
館
長
と
同
時
に
上
杉
家
記
録
所

総
裁
を
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
上
杉
家
の
家
史
及
び
郷
土
史
の
編
纂
を
自
宅
で
し
て

所　蔵　館 コレクション名 点　　数

市立米沢図書館

「林泉文庫」として整理  706部 （1,634冊）
「米沢善本」として整理  20部 （109冊）
「興譲館本」として整理  6部 （48冊）
その他  2部 （14冊）

山形大学小白川図書館  1,267部 （5,516冊）
山形県公立大学法人付属図書館

（前　米沢女子短期大学付属図書館）  94部 （521冊）

瑞龍院龍門図書館（白鷹町）  497部 （1,987冊）
米沢市上杉博物館 「上杉文書」所収 点数不明
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さ
て
、
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
遍
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。「
林
泉
文

庫
」
の
形
成
過
程
に
お
け
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
、
伊
佐
早
が
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
上
杉
家
の
資
料
編
纂
を
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
、
大
正

元
年
（
一
九
一
二
）
に
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
館
長
に
就
任
し
た
こ
と
、
大
正

十
三
年
に
第
二
代
沖
縄
県
令
上
杉
茂
憲
の
事
績
調
査
の
た
め
に
沖
縄
へ
赴
い
た

こ
と
、
ま
た
『
奥
羽
編
年
史
料
』
や
『
山
形
県
史
』
等
の
史
書
の
編
纂
事
業
が

委
嘱
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
大
き
な
契
機
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

「
林
泉
文
庫
」
の
構
成
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
１
）
上
杉
家
の
資
料
編
纂
の
た
め
に
収
集
し
た
も
の
（
上
杉
茂
憲
関
係
資

料
を
含
む
）

（
２
）
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
館
長
時
代
に
収
集
し
た
も
の

（
３
）『
奥
羽
編
年
史
料
』
や
『
山
形
県
史
』、『
編
年
西
村
山
郡
史
』、『
米
沢
市

史
』
等
に
お
い
て
収
集
し
た
も
の

（
４
）
自
身
の
著
作
物
、
直
筆
原
稿
類

（
５
）
個
人
的
な
興
味
で
収
集
し
た
も
の

　（
１
）、（
２
）、（
３
）は
厳
密
に
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た（
２
）

の
資
料
の
多
く
は
現
在
、
米
沢
図
書
館
の
「
興
譲
館
本
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
。
伊
佐
早
は
図
書
館
長
時
代
、
図
書
館
前
に
「
今
般
本
館
ニ
於

テ
旧
米
沢
藩
先
輩
諸
氏
ノ
著
書
類
ヲ
購
入
ス
、売
却
希
望
ノ
方
ハ
御
来
談
ヲ
乞
」

と
の
看
板
を
出
し
、
資
料
収
集
に
注
力
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
そ
れ
が

米
沢
図
書
館
の
蔵
書
を
構
成
し
て
い
っ
た
㉑
。

　
そ
し
て
（
１
）
の
中
で
も
上
杉
茂
憲
関
係
資
料
や
（
５
）
の
自
身
の
興
味
に

よ
り
収
集
し
た
琉
球
漢
詩
文
の
資
料
等
は
大
正
十
三
年
の
沖
縄
旅
行
時
に
収

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
先
の
表
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、（
４
）
の
直
筆
原

稿
類
に
は
伊
佐
早
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
『
米
沢
市
史
』
編
纂
を
依
頼

さ
れ
た
時
に
執
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
原
稿
も
残
っ
て
い
る
㉒
。（
５
）
に
つ

い
て
は
、
伊
佐
早
は
『
鶴
城
詩
集
』（
明
治
十
二
年
刊
行
）
や
『
恩
栄
紀
詩
』（
大

正
十
四
年
刊
行
）、『
樅
軒
稿
』（
大
正
十
五
年
刊
行
）
等
の
漢
詩
集
を
編
纂
、
ま

た
米
沢
市
内
の
各
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
石
碑
に
刻
字
し
て
い
る
よ
う
に
漢

文
、
漢
詩
文
を
得
意
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
沖
縄
旅
行
時
に
収
集
し
た
琉
球
漢

詩
文
関
係
の
資
料
が
伊
佐
早
の
漢
詩
へ
の
興
味
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
香
草
斎
詩
註
」（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
　
林
泉
文
庫

三
三
二
）
に
は
「
大
正
甲
子
三
月
獲
之
于
琉
球
　
伊
佐
早
謙
」、「
書
室
常
置
　

樅
軒
老
人
」
と
の
張
り
紙
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
伊
佐
早
が
常
に
そ
の
書
室
に
置

い
て
い
た
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

　
さ
て
、
資
料
収
集
と
と
も
に
伊
佐
早
の
功
績
と
し
て
、
資
料
の
保
存
・
保

管
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伊
佐
早
が
米
沢
図
書
館
館
長

時
代
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
と
同
八
年
に
米
沢
は
市
内
を
ほ
ぼ
焼
き
尽
く

す
大
火
に
見
舞
わ
れ
る
。
特
に
大
正
六
年
の
大
火
の
際
は
、
財
団
法
人
米
沢
図

書
館
が
あ
っ
た
法
泉
寺
境
内
の
文
殊
堂
（
現
　
米
沢
市
西
大
通
一
丁
目
）
も
焼

失
、
隣
接
し
て
い
た
図
書
館
は
か
ろ
う
じ
て
火
難
を
免
れ
る
が
、
資
料
焼
亡
の

危
機
を
抱
い
た
伊
佐
早
は
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
築
造
ノ
文
庫
一
棟
ヲ
建
設
シ

珍
籍
ヲ
万
古
ニ
伝
存
」
㉓
す
る
た
め
に
、
珍
書
文
庫
の
建
設
を
企
図
す
る
。

当
米
沢
図
書
館
所
蔵
中
特
種
珍
本
之
儀
ハ
、
海
内
絶
無
僅
有
ノ
珍
籍
ト
シ



― 47 ―

テ
全
国
図
書
館
ノ
欽
羨
惜
カ
ザ
ル
所
ニ
有
之
候
、
去
ル
大
正
六
年
同
八
年

当
市
大
火
之
際
、
罹
災
ノ
不
幸
ヲ
免
レ
候
ハ
実
ニ
神
鬼
ノ
呵
（
マ
マ
）護
ト
存
候
、

今
後
第
一
ノ
変
災
モ
候
ハ
バ
在
来
ノ
文
庫
ハ
耐
火
上
甚
ダ
以
テ
薄
弱
為
メ

ニ
絶
無
ノ
珍
籍
ヲ
烏
有
ニ
帰
セ
シ
ム
ル
ノ
懼
レ
ナ
シ
ト
為
ス
、
然
ル
ニ
於

テ
ハ
独
リ
当
館
ノ
不
幸
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
実
ニ
国
家
図
籍
ノ
不
幸
ト
存
候
、
㉔

　
米
沢
図
書
館
の
特
種
珍
本
は
「
海
内
絶
無
僅
有
」
の
も
の
で
あ
り
、
全
国
の

図
書
館
の
「
欽
羨
」
を
集
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
米
沢
大
火
を
免
れ

た
の
は
実
に
神
鬼
の
御
加
護
に
よ
る
も
の
だ
、
と
伊
佐
早
は
い
う
。
し
か
し
、

今
後「
変
災
」が
も
し
起
き
れ
ば
、現
在
の
文
庫（
書
庫
）で
は
耐
火
で
き
ず
、「
絶

無
ノ
珍
籍
」
は
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
当
館
の
不

幸
の
み
な
ら
ず
国
家
の
図
籍
の
不
幸
で
あ
る
、
と
伊
佐
早
は
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
伊
佐
早
が
構
想
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
文
庫
は
、予
算
の
都
合
上
、

石
造
と
な
っ
た
が
、
米
沢
市
か
ら
の
補
助
金
の
ほ
か
に
、
全
国
地
方
有
志
者
か

ら
の
寄
付
金
も
集
ま
り
、
大
正
十
二
年
に
完
成
し
た
。
以
降
、
興
譲
館
伝
来
の

珍
書
（
貴
重
書
）
は
そ
こ
で
保
管
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
伊
佐
早
の
図
書
館
長
時
代
に
お
け
る
功
績
に
つ
い
て
、
没
後
す

ぐ
に
山
形
県
立
図
書
館
が
編
集
し
た
『
故
伊
佐
早
謙
先
生
閲
歴
』
で
は
、
伊
佐

早
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
「
創
立
以
来
之
に
関
係
し
て
尽
力
す
る
と
こ
ろ

多
く
、
特
に
晩
年
こ
の
方
面
に
対
し
て
最
善
の
力
を
注
」
㉕
い
で
お
り
、
古
書

展
覧
会
の
開
催
（
大
正
三
年
、
同
五
年
）
㉖
を
行
う
な
ど
、
明
治
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
の
米
沢
図
書
館
黎
明
期
に
お
い
て
資
料
の
収
集
・
保
存
・
公
開
と

い
っ
た
図
書
館
の
意
義
を
伊
佐
早
が
表
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
も
同
館
運
営
の

指
針
と
な
っ
て
い
く
。

　
そ
の
伊
佐
早
の
思
考
の
背
景
に
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
伊
佐

早
が
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
敷
地
に
刻
ん
だ
石
碑
に
、「
是
に
於
い
て
興
譲
館
財

団
を
新
設
し
、
以
て
図
書
財
産
を
保
管
し
、
亦
将
に
人
文
発
達
之
途
に
資
す
る

を
以
て
有
ら
し
め
ん
と
す
べ
き
也
」
㉗
と
、
図
書
財
産
を
保
管
す
る
こ
と
は
人

文
学
の
発
達
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
つ

づ
け
て
、
こ
の
石
碑
に
は
以
下
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
文
庫
は
堅
牢
、
楼
室
は
宏
く
潔
し
、
奢
ら
ず
陋
せ
ず
、
閲
覧
の
便
全
て

備
わ
り
て
、
宝
書
珍
籍
の
富
、
則
ち
敢
え
て
足
利
文
庫
の
下
を
出
で
ず
。

豈
盛
ん
な
ら
ざ
ら
る
哉
。
盖
し
人
文
の
発
達
は
、
固
よ
り
図
籍
に
依
ら
ず

ん
ば
、
凡
そ
求
め
う
る
能
わ
ざ
ら
ん
乎
。

　
此
の
館
は
、
夙
夜
研
究
修
徳
し
、
智
を
磨
き
、
以
て
国
運
の
発
達
に
資

す
。
是
本
館
の
設
立
の
所
以
也
。
㉘

　
こ
の
石
碑
の
上
部
に
は
、上
杉
茂
憲
に
よ
っ
て
「
智
府
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

図
書
館
の
建
物
は
堅
牢
、
部
屋
は
ひ
ろ
く
清
潔
で
あ
り
、
余
計
な
飾
り
も
な
い

が
、図
書
を
閲
覧
す
る
た
め
の
も
の
は
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は「
宝

書
珍
書
」
は
足
利
文
庫
に
も
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
伊
佐
早
は
石
碑
に
刻

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
人
文
学
の
発
達
に
は
図
書
に
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
収

蔵
す
る
図
書
館
は
「
夙
夜
研
究
修
徳
」
を
す
る
た
め
に
、
智
を
磨
き
、
引
い
て

は
「
国
運
の
発
達
に
資
」
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
米
沢
図
書
館
の
設
立
の
理
由
で

あ
る
と
い
う
。
で
は
、
伊
佐
早
が
米
沢
図
書
館
を
設
立
し
、
藩
校
興
譲
館
伝
来

の
書
籍
を
残
そ
う
と
し
た
、
そ
の
書
籍
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、

次
章
で
見
て
い
き
た
い
。
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さ
て
、
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
遍
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。「
林
泉
文

庫
」
の
形
成
過
程
に
お
け
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
、
伊
佐
早
が
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
上
杉
家
の
資
料
編
纂
を
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
、
大
正

元
年
（
一
九
一
二
）
に
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
館
長
に
就
任
し
た
こ
と
、
大
正

十
三
年
に
第
二
代
沖
縄
県
令
上
杉
茂
憲
の
事
績
調
査
の
た
め
に
沖
縄
へ
赴
い
た

こ
と
、
ま
た
『
奥
羽
編
年
史
料
』
や
『
山
形
県
史
』
等
の
史
書
の
編
纂
事
業
が

委
嘱
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
大
き
な
契
機
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

「
林
泉
文
庫
」
の
構
成
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
１
）
上
杉
家
の
資
料
編
纂
の
た
め
に
収
集
し
た
も
の
（
上
杉
茂
憲
関
係
資

料
を
含
む
）

（
２
）
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
館
長
時
代
に
収
集
し
た
も
の

（
３
）『
奥
羽
編
年
史
料
』
や
『
山
形
県
史
』、『
編
年
西
村
山
郡
史
』、『
米
沢
市

史
』
等
に
お
い
て
収
集
し
た
も
の

（
４
）
自
身
の
著
作
物
、
直
筆
原
稿
類

（
５
）
個
人
的
な
興
味
で
収
集
し
た
も
の

　（
１
）、（
２
）、（
３
）は
厳
密
に
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た（
２
）

の
資
料
の
多
く
は
現
在
、
米
沢
図
書
館
の
「
興
譲
館
本
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
。
伊
佐
早
は
図
書
館
長
時
代
、
図
書
館
前
に
「
今
般
本
館
ニ
於

テ
旧
米
沢
藩
先
輩
諸
氏
ノ
著
書
類
ヲ
購
入
ス
、売
却
希
望
ノ
方
ハ
御
来
談
ヲ
乞
」

と
の
看
板
を
出
し
、
資
料
収
集
に
注
力
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
そ
れ
が

米
沢
図
書
館
の
蔵
書
を
構
成
し
て
い
っ
た
㉑
。

　
そ
し
て
（
１
）
の
中
で
も
上
杉
茂
憲
関
係
資
料
や
（
５
）
の
自
身
の
興
味
に

よ
り
収
集
し
た
琉
球
漢
詩
文
の
資
料
等
は
大
正
十
三
年
の
沖
縄
旅
行
時
に
収

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
先
の
表
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、（
４
）
の
直
筆
原

稿
類
に
は
伊
佐
早
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
『
米
沢
市
史
』
編
纂
を
依
頼

さ
れ
た
時
に
執
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
原
稿
も
残
っ
て
い
る
㉒
。（
５
）
に
つ

い
て
は
、
伊
佐
早
は
『
鶴
城
詩
集
』（
明
治
十
二
年
刊
行
）
や
『
恩
栄
紀
詩
』（
大

正
十
四
年
刊
行
）、『
樅
軒
稿
』（
大
正
十
五
年
刊
行
）
等
の
漢
詩
集
を
編
纂
、
ま

た
米
沢
市
内
の
各
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
石
碑
に
刻
字
し
て
い
る
よ
う
に
漢

文
、
漢
詩
文
を
得
意
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
沖
縄
旅
行
時
に
収
集
し
た
琉
球
漢

詩
文
関
係
の
資
料
が
伊
佐
早
の
漢
詩
へ
の
興
味
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
香
草
斎
詩
註
」（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
　
林
泉
文
庫

三
三
二
）
に
は
「
大
正
甲
子
三
月
獲
之
于
琉
球
　
伊
佐
早
謙
」、「
書
室
常
置
　

樅
軒
老
人
」
と
の
張
り
紙
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
伊
佐
早
が
常
に
そ
の
書
室
に
置

い
て
い
た
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

　
さ
て
、
資
料
収
集
と
と
も
に
伊
佐
早
の
功
績
と
し
て
、
資
料
の
保
存
・
保

管
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伊
佐
早
が
米
沢
図
書
館
館
長

時
代
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
と
同
八
年
に
米
沢
は
市
内
を
ほ
ぼ
焼
き
尽
く

す
大
火
に
見
舞
わ
れ
る
。
特
に
大
正
六
年
の
大
火
の
際
は
、
財
団
法
人
米
沢
図

書
館
が
あ
っ
た
法
泉
寺
境
内
の
文
殊
堂
（
現
　
米
沢
市
西
大
通
一
丁
目
）
も
焼

失
、
隣
接
し
て
い
た
図
書
館
は
か
ろ
う
じ
て
火
難
を
免
れ
る
が
、
資
料
焼
亡
の

危
機
を
抱
い
た
伊
佐
早
は
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
築
造
ノ
文
庫
一
棟
ヲ
建
設
シ

珍
籍
ヲ
万
古
ニ
伝
存
」
㉓
す
る
た
め
に
、
珍
書
文
庫
の
建
設
を
企
図
す
る
。

当
米
沢
図
書
館
所
蔵
中
特
種
珍
本
之
儀
ハ
、
海
内
絶
無
僅
有
ノ
珍
籍
ト
シ
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二
、
藩
校
興
譲
館
及
び
そ
の
伝
来
書
に
つ
い
て

　
市
立
米
沢
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
興
譲
館
本
」
は
、
藩

校
興
譲
館
に
伝
来
し
た
書
籍
群
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
後
に
寄
贈
さ
れ
た
各
家
の
文
書
も
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
四
年
に
寄
託
さ
れ
た
清
水
彦
介
の
蔵
書
（
昭

和
十
三
年
に
寄
贈
と
な
る
）
や
、
興
譲
館
提
学
の
窪
田
茂
遂
の
窪
田
家
に
伝
来

し
た
「
窪
田
蔵
書
」、
ま
た
大
町
の
豪
商
で
あ
っ
た
渡
部
伊
右
衛
門
の
蔵
書
等

も
「
興
譲
館
本
」
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
青
木
昭
博
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
の
図

書
館
開
館
以
来
収
集
し
て
き
た
古
典
籍
・
古
文
書
群
の
中
で
、「
米
沢
善
本
」
以

外
の
も
の
を
「
興
譲
館
本
」
と
し
て
整
理
し
て
き
た
と
い
う
㉙
。
従
っ
て
こ
の

群
に
収
蔵
し
て
い
る
蔵
書
は
す
べ
て
「
藩
校
興
譲
館
本
か
ら
伝
来
し
た
書
籍
群

で
あ
る
と
の
誤
解
」
が
生
じ
て
き
た
が
㉚
、
開
館
以
来
、
図
書
館
が
整
理
す
る

過
程
の
中
で
寄
贈
・
購
入
し
て
き
た
文
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
表
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
興
譲
館
本
」
の
中
に
「
林
泉
文
庫
」

が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
米
沢
図
書
館
内
で
の
再
整
理
さ
れ
た
過
程

の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
も
そ
も
藩
校
興
譲
館
に
伝
来
し
た

文
書
群
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。伊
佐
早
と
も
関
係
が
深
い
た
め
、

ま
ず
は
藩
校
興
譲
館
の
歴
史
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）、
米
沢
藩
医
で
儒
者
で
あ
っ
た
矢
尾
板
三
印
宅
で

祀
っ
て
い
た
聖
堂
を
米
沢
藩
第
四
代
藩
主
の
上
杉
綱
憲
が
改
造
し
、「
感
麟
殿
」

と
名
付
け
た
。
さ
ら
に
は
そ
の
脇
に
講
堂
を
建
立
し
、矢
尾
板
家
は
そ
こ
で『
論

語
』
や
『
大
学
』
の
講
義
を
始
め
た
。
こ
れ
が
米
沢
に
お
け
る
藩
校
の
始
ま
り

と
言
わ
れ
る
㉛
。
そ
の
後
は
藩
政
状
況
の
悪
化
で
衰
退
し
て
い
く
が
、
安
永
五

年
（
一
七
七
六
）
に
米
沢
藩
第
九
代
藩
主
の
上
杉
治
憲
（
鷹
山
）
が
学
館
設
立

を
命
じ
、
尾
張
の
儒
学
者
細
井
平
洲
を
招
き
、
藩
校
興
譲
館
を
創
始
す
る
㉜
。

そ
の
藩
校
の
書
庫
に
あ
っ
た
も
の
が
「
興
譲
館
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　
戊
辰
戦
争
下
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
は
、
藩
校
興
譲
館
は
一
時
生
徒

を
解
放
し
て
兵
士
の
屯
所
と
し
、
次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
負
傷
兵
の
病
院
と

化
し
て
い
た
。
ま
た
洋
学
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
高
橋
玄
勝
を
は
じ
め
と
す

る
藩
医
ら
は
幕
府
医
学
所
頭
取
の
松
本
順
と
と
も
に
幕
府
軍
に
従
軍
し
て
い

た
渡
邉
洪
基
ら
を
引
き
留
め
、
米
沢
に
洋
学
を
広
め
よ
う
と
す
る
が
、
戦
中

で
あ
り
、
軌
道
に
は
の
ら
ず
、
米
沢
に
洋
学
舎
が
設
け
ら
れ
る
の
は
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
一
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
に
イ
ギ
リ
ス
人

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
ラ
ス
（Charles H

enry D
allas, 

一
八
四
一
～

一
八
九
四
）
を
語
学
教
師
と
し
て
迎
え
、
洋
学
を
教
え
る
土
台
が
よ
う
や
く
整

う
。
そ
の
翌
年
に
は
文
部
省
布
達
に
よ
り
藩
校
「
興
譲
館
」
は
名
目
上
廃
止
さ

れ
、
明
治
七
年
に
私
立
米
沢
中
学
校
と
改
称
さ
れ
、
米
沢
義
社
の
管
理
で
運
営

が
な
さ
れ
た
㉝
。
米
沢
義
社
と
は
、
上
杉
家
よ
り
旧
藩
士
に
与
え
ら
れ
た
資
金

を
元
に
作
ら
れ
た
組
織
で
、
そ
の
利
子
を
米
沢
中
学
校
の
授
業
料
と
経
費
に
充

当
し
た
。
伊
佐
早
が
私
立
米
沢
中
学
校
の
教
諭
で
あ
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
か

ら
明
治
三
十
年
ま
で
で
あ
っ
た
が
㉞
、
そ
の
最
中
の
明
治
二
十
六
年
に
は
同
校

は
米
沢
尋
常
中
学
校
と
改
称
、
さ
ら
に
同
二
十
八
年
に
は
米
沢
中
学
興
譲
館
に

改
称
と
す
る
な
ど
、
私
立
米
沢
中
学
校
の
運
営
に
関
し
て
錯
綜
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
私
立
米
沢
中
学
校
の
運
営
元
で
も
あ
っ
た
米
沢
義
社
に
お
い
て
も
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
「
義
社
籾
払
紛
擾
事
件
」
が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
内

務
卿
大
久
保
利
通
よ
り
米
沢
に
製
糸
工
場
を
設
立
す
る
よ
う
に
と
の
上
杉
斉
憲

に
打
診
が
あ
り
、
上
杉
家
か
ら
一
万
五
千
円
の
出
資
金
と
義
社
か
ら
配
当
金
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一
万
七
千
円
と
義
社
所
有
の
籾
二
万
俵
を
売
却
し
一
万
三
千
円
を
調
達
、
そ
の

際
に
義
社
社
長
の
庄
田
総
五
郎
が
上
杉
家
所
有
の
籾
売
買
や
義
社
所
有
の
籾
も

合
わ
せ
て
売
却
し
た
こ
と
に
よ
り
、
庄
田
社
長
に
贈
賄
疑
惑
が
持
ち
上
が
り
、

当
時
の
旧
藩
士
の
生
活
の
窮
乏
も
相
ま
っ
て
不
満
が
一
気
に
噴
出
し
た
㉟
。
こ

れ
が
「
義
社
籾
払
紛
擾
事
件
」
で
あ
っ
た
が
、
以
降
、
明
治
十
三
年
、
義
社

は
株
式
化
を
行
い
、
明
治
十
六
年
七
月
、
第
七
代
社
長
に
高
梨
源
五
郎
が
選

任
さ
れ
、
義
社
は
高
梨
の
も
と
で
金
融
機
関
へ
と
発
達
し
て
い
く
㊱
。
ま
た
同

二
十
六
年
に
は
株
式
会
社
に
改
組
、
同
三
十
二
年
に
は
普
通
銀
行
と
し
て
登
記

を
行
っ
た
（
大
正
五
年
に
は
両
羽
銀
行
に
合
併
吸
収
さ
れ
る
）
㊲
。

　
藩
校
興
譲
館
の
歴
史
に
戻
る
と
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）、
通
常
県

会
に
お
い
て
米
沢
中
学
校
の
県
立
移
管
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
に
は
県
立

に
移
管
さ
れ
、
山
形
県
米
沢
中
学
校
と
改
称
さ
れ
る
（
翌
年
、
山
形
県
立
米
沢

中
学
校
と
さ
ら
に
改
称
）。
こ
の
県
立
に
移
管
さ
れ
る
と
き
に
興
譲
館
財
団
が

組
織
さ
れ
、
藩
校
興
譲
館
以
来
の
蔵
書
の
管
理
は
こ
の
財
団
下
に
置
か
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
従
っ
て
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
設
置
も
、
全
国
的
な
図
書
館

の
設
置
の
流
れ
に
よ
る
も
の
と
同
時
に
、
興
譲
館
財
団
が
管
理
す
る
興
譲
館
の

蔵
書
を
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
も
当
時
、
生
じ
て
い
た
。

　
さ
て
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
が
開
館
し
て
ま
も
な
く
の
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）、伊
佐
早
に
よ
っ
て
釈
奠
（
典
）
と
い
う
行
事
も
再
興
さ
れ
た
。『
故

伊
佐
早
先
生
閲
歴
』
に
は
「
釈
奠
の
儀
久
し
く
中
絶
せ
る
を
慨
き
、
米
沢
図
書

館
設
立
と
共
に
之
を
復
興
し
、
大
い
に
道
徳
の
振
興
を
計
る
」
㊳
と
あ
り
、
ま

た
図
書
館
内
で
「
斯
文
會
」
と
い
う
会
を
開
き
、
論
語
、
孟
子
の
講
義
も
行
っ

て
い
た
と
い
う
。

  

こ
の
伊
佐
早
が
再
興
し
た
釈
奠
は
、
古
く
は
矢
尾
板
家
の
聖
堂
で
行
わ
れ
て

い
た
も
の
で
、
孔
子
を
始
め
と
す
る
儒
学
の
先
哲
を
お
祀
り
す
る
行
事
で
あ
る
㊴
。

矢
尾
板
家
で
行
っ
て
い
た
「
自
分
釈
奠
」、
そ
れ
は
上
杉
綱
勝
の
創
始
の
際
も
、

上
杉
鷹
山
の
再
興
時
に
お
い
て
も
学
問
、
特
に
漢
学
の
振
興
を
願
っ
て
興
譲
館

に
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
に
伊
佐
早
が
刻
ん
だ
「
創

立
米
沢
図
書
館
碑
」
に
も
、

藩
学
に
旧
き
孔
子
廟
あ
り
、
亦
財
団
所
管
と
為
し
、
祭
祀
を
怠
ら
ず
。
今
、

茲
に
辛
亥
、
廟
を
館
の
東
北
に
徒
し
、
祭
の
資
金
五
百
円
を
置
き
、
以
て

祭
を
こ
こ
に
並
記
し
、
以
て
茲
に
来
た
る
に
諗
ぐ
と
云
う
。
㊵

と
、
藩
校
興
譲
館
に
あ
る
孔
子
廟
（
聖
堂
）
を
図
書
館
の
東
北
に
移
設
し
、
祭

祀
を
復
興
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
釈
奠
は
財
団
法
人
米
沢
図
書

館
が
市
営
化
さ
れ
る
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
ま
で
続
き
、
図
書
館
の
運
営

と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
㊶
。
つ
ま
り
、
伊
佐
早
ら
当
時
の
図
書
館
運
営
を

し
て
い
た
者
に
と
っ
て
、
藩
校
興
譲
館
の
書
籍
を
米
沢
図
書
館
が
受
け
継
ぐ
こ

と
と
、
釈
奠
の
行
事
は
必
須
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
蛇
足
に
な
る
が
、
伊
佐
早
よ
り
も
先
に
米
沢
に
お
い
て
図
書
館
（
文
庫
）
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
た
の
が
先
に
触
れ
た
清
水
彦
介
で
あ
る
。
米
沢
図
書
館
の

開
館
か
ら
遡
る
こ
と
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
頃
に
、
清
水
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
「
米
沢
文
庫
設
立
案
」
に
は
、

　
天
下
ノ
宝
書
籍
ヨ
リ
大
且
重
キ
者
ア
ラ
ザ
ル
也
、
社
会
ノ
万
事
書
籍
ニ

非
レ
バ
天
下
後
世
ニ
伝
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
也
、
皇
太
神
宮
ノ
聖
徳
至

善
ト
雖
モ
唯
口
碑
ニ
任
セ
テ
ハ
今
ニ
至
テ
其
男
体
ナ
ル
哉
女
体
ナ
ル
哉
ヲ
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二
、
藩
校
興
譲
館
及
び
そ
の
伝
来
書
に
つ
い
て

　
市
立
米
沢
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
興
譲
館
本
」
は
、
藩

校
興
譲
館
に
伝
来
し
た
書
籍
群
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
後
に
寄
贈
さ
れ
た
各
家
の
文
書
も
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
四
年
に
寄
託
さ
れ
た
清
水
彦
介
の
蔵
書
（
昭

和
十
三
年
に
寄
贈
と
な
る
）
や
、
興
譲
館
提
学
の
窪
田
茂
遂
の
窪
田
家
に
伝
来

し
た
「
窪
田
蔵
書
」、
ま
た
大
町
の
豪
商
で
あ
っ
た
渡
部
伊
右
衛
門
の
蔵
書
等

も
「
興
譲
館
本
」
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
青
木
昭
博
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
の
図

書
館
開
館
以
来
収
集
し
て
き
た
古
典
籍
・
古
文
書
群
の
中
で
、「
米
沢
善
本
」
以

外
の
も
の
を
「
興
譲
館
本
」
と
し
て
整
理
し
て
き
た
と
い
う
㉙
。
従
っ
て
こ
の

群
に
収
蔵
し
て
い
る
蔵
書
は
す
べ
て
「
藩
校
興
譲
館
本
か
ら
伝
来
し
た
書
籍
群

で
あ
る
と
の
誤
解
」
が
生
じ
て
き
た
が
㉚
、
開
館
以
来
、
図
書
館
が
整
理
す
る

過
程
の
中
で
寄
贈
・
購
入
し
て
き
た
文
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
表
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
興
譲
館
本
」
の
中
に
「
林
泉
文
庫
」

が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
米
沢
図
書
館
内
で
の
再
整
理
さ
れ
た
過
程

の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
も
そ
も
藩
校
興
譲
館
に
伝
来
し
た

文
書
群
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。伊
佐
早
と
も
関
係
が
深
い
た
め
、

ま
ず
は
藩
校
興
譲
館
の
歴
史
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）、
米
沢
藩
医
で
儒
者
で
あ
っ
た
矢
尾
板
三
印
宅
で

祀
っ
て
い
た
聖
堂
を
米
沢
藩
第
四
代
藩
主
の
上
杉
綱
憲
が
改
造
し
、「
感
麟
殿
」

と
名
付
け
た
。
さ
ら
に
は
そ
の
脇
に
講
堂
を
建
立
し
、矢
尾
板
家
は
そ
こ
で『
論

語
』
や
『
大
学
』
の
講
義
を
始
め
た
。
こ
れ
が
米
沢
に
お
け
る
藩
校
の
始
ま
り

と
言
わ
れ
る
㉛
。
そ
の
後
は
藩
政
状
況
の
悪
化
で
衰
退
し
て
い
く
が
、
安
永
五

年
（
一
七
七
六
）
に
米
沢
藩
第
九
代
藩
主
の
上
杉
治
憲
（
鷹
山
）
が
学
館
設
立

を
命
じ
、
尾
張
の
儒
学
者
細
井
平
洲
を
招
き
、
藩
校
興
譲
館
を
創
始
す
る
㉜
。

そ
の
藩
校
の
書
庫
に
あ
っ
た
も
の
が
「
興
譲
館
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　
戊
辰
戦
争
下
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
は
、
藩
校
興
譲
館
は
一
時
生
徒

を
解
放
し
て
兵
士
の
屯
所
と
し
、
次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
負
傷
兵
の
病
院
と

化
し
て
い
た
。
ま
た
洋
学
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
高
橋
玄
勝
を
は
じ
め
と
す

る
藩
医
ら
は
幕
府
医
学
所
頭
取
の
松
本
順
と
と
も
に
幕
府
軍
に
従
軍
し
て
い

た
渡
邉
洪
基
ら
を
引
き
留
め
、
米
沢
に
洋
学
を
広
め
よ
う
と
す
る
が
、
戦
中

で
あ
り
、
軌
道
に
は
の
ら
ず
、
米
沢
に
洋
学
舎
が
設
け
ら
れ
る
の
は
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
一
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
に
イ
ギ
リ
ス
人

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
ラ
ス
（Charles H

enry D
allas, 

一
八
四
一
～

一
八
九
四
）
を
語
学
教
師
と
し
て
迎
え
、
洋
学
を
教
え
る
土
台
が
よ
う
や
く
整

う
。
そ
の
翌
年
に
は
文
部
省
布
達
に
よ
り
藩
校
「
興
譲
館
」
は
名
目
上
廃
止
さ

れ
、
明
治
七
年
に
私
立
米
沢
中
学
校
と
改
称
さ
れ
、
米
沢
義
社
の
管
理
で
運
営

が
な
さ
れ
た
㉝
。
米
沢
義
社
と
は
、
上
杉
家
よ
り
旧
藩
士
に
与
え
ら
れ
た
資
金

を
元
に
作
ら
れ
た
組
織
で
、
そ
の
利
子
を
米
沢
中
学
校
の
授
業
料
と
経
費
に
充

当
し
た
。
伊
佐
早
が
私
立
米
沢
中
学
校
の
教
諭
で
あ
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
か

ら
明
治
三
十
年
ま
で
で
あ
っ
た
が
㉞
、
そ
の
最
中
の
明
治
二
十
六
年
に
は
同
校

は
米
沢
尋
常
中
学
校
と
改
称
、
さ
ら
に
同
二
十
八
年
に
は
米
沢
中
学
興
譲
館
に

改
称
と
す
る
な
ど
、
私
立
米
沢
中
学
校
の
運
営
に
関
し
て
錯
綜
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
私
立
米
沢
中
学
校
の
運
営
元
で
も
あ
っ
た
米
沢
義
社
に
お
い
て
も
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
「
義
社
籾
払
紛
擾
事
件
」
が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
内

務
卿
大
久
保
利
通
よ
り
米
沢
に
製
糸
工
場
を
設
立
す
る
よ
う
に
と
の
上
杉
斉
憲

に
打
診
が
あ
り
、
上
杉
家
か
ら
一
万
五
千
円
の
出
資
金
と
義
社
か
ら
配
当
金
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詳
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、故
ニ
文
明
国
ニ
至
テ
ハ
皆
書
籍
ヲ
尊
重
セ
ザ
ル
ナ
シ
、

故
ニ
今
西
洋
諸
国
其
人
之
遺
愛
遺
徳
ヲ
後
世
ニ
伝
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
者
必
其

文
庫
ヲ
建
ツ
㊷

と
あ
る
よ
う
に
、
福
沢
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
』
に
影
響
を
受
け
た
文
庫
（
図
書

館
）
案
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
書
籍
を
お
い
て
天
下
の
宝
と
い
う
べ
き
も
の
は

な
く
、
社
会
の
万
事
す
べ
て
書
籍
を
も
っ
て
後
世
に
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
。
た

と
え
ば
「
口
碑
」
に
任
せ
て
い
た
た
め
に
皇
大
神
宮
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
男
体
な

の
か
、
女
体
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
口
碑
」

に
任
せ
ず
に
文
明
国
に
お
い
て
は
書
籍
を
尊
重
す
る
の
で
、
西
洋
諸
国
の
人
々

は
そ
の
遺
愛
、
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
書
籍
を
蔵
す
る
文
庫
を
建
て
る

の
で
あ
る
、
と
清
水
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
す
で
に
「
有
志
者
米
沢
文
庫
ヲ

大
町
ニ
立
ツ
、
其
保
存
ニ
苦
」
し
ん
で
い
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、

今
米
沢
中
学
校
ヲ
借
リ
テ
書
籍
館
ト
ナ
シ
米
沢
文
庫
ヲ
置
カ
ン
ト
欲
ス
、

堅
ク
之
レ
カ
規
則
ヲ
設
ケ
後
世
永
保
シ
テ
失
ハ
ザ
ル
ノ
道
ヲ
立
テ
ズ
ハ
ア

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
㊸

米
沢
中
学
校
を
借
り
て
書
籍
館
と
し
て
そ
の
大
町
に
あ
る
米
沢
文
庫
を
移
設

し
、
保
存
を
す
れ
ば
い
い
と
清
水
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
書
籍
館
の
運

営
規
則
ま
で
考
え
た
清
水
の
図
書
館
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
先
に
も
見
た

よ
う
に
こ
の
清
水
の
蔵
書
群
は
明
治
四
十
四
年
に
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、

現
在
そ
の
多
く
は
「
興
譲
館
本
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
㊹
。

　
で
は
、
明
治
四
十
二
年
の
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
時
、
興
譲
館
財
団

よ
り
寄
贈
を
受
け
た
書
籍
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
青
木

昭
博
氏
の
研
究
に
沿
い
な
が
ら
確
認
す
る
と
、
以
下
の
目
録
作
成
に
伊
佐
早
が

関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
１
）「
興
譲
館
伝
来
珍
書
目
録
　
付
解
説
」　（
手
書
き
資
料
）

　（
２
）「
興
譲
館
伝
来
図
書
目
録
」

　（
３
）『
興
譲
館
財
団
寄
贈
図
書
目
録
』

　（
４
）
明
治
四
十
四
年
刊
行
『
珍
書
目
録
』

　（
１
）
は
、
そ
の
内
題
に
「
珍
書
目
録
　
米
沢
興
譲
館
財
団
」、（
２
）
に
も
内

題
に
「
米
沢
興
譲
館
財
団
文
庫
目
録
」
と
あ
る
た
め
、
こ
の
二
つ
の
目
録
は
興

譲
館
財
団
が
作
成
し
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
こ
の
財
団
は
米
沢
中
学
校
が
県
立

に
移
管
さ
れ
た
際
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
（
２
）
の
付
帯
資
料
に

は
「
明
治
四
十
年
三
月
二
日
」
付
で
財
団
に
目
録
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
依

頼
文
書
が
あ
る
た
め
、こ
の
（
１
）
と
（
２
）
は
財
団
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

明
治
四
十
二
年
開
館
の
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
青
木
氏
は
「
藩
校
興
譲
館
伝
来
の
蔵
書
は
、
興
譲
館
財
団
時
代
に
伊
佐
早

が
加
わ
っ
て
、
本
格
的
な
整
理
が
行
わ
れ
、
明
治
四
十
二
年
に
米
沢
図
書
館
に

寄
贈
」
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
（
４
）
の
目
録
の
序
に
は
「
各
書
目
ニ
附
ス
ル
解
説
ハ
本
館
理
事
伊
佐

早
謙
撰
ス
ル
所
ノ
珍
書
目
録
（
漢
文
）
ノ
内
ヨ
リ
其
ノ
概
要
」
を
載
せ
た
も
の

と
あ
り
㊺
、（
１
）
の
漢
文
の
目
録
の
内
容
と
合
致
す
る
た
め
、（
４
）
は
（
１
）

を
元
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
青
木
氏
は
こ
の
（
３
）
の
『
興
譲
館
財
団
寄
贈
図
書
目
録
』
が
そ
の
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内
容
か
ら
推
察
す
る
と
興
譲
館
伝
来
の
書
籍
群
全
体
を
最
も
よ
く
表
し
て
い

る
と
し
、「
第
一
　
珍
書
之
部
」
九
四
部
（
九
五
五
冊
）、「
第
二
　
上
杉
鷹
山
公

御
手
沢
本
目
録
」
六
四
部
（
二
九
〇
冊
）、「
第
三
　
和
漢
書
目
録
」
五
四
三
部

（
一
〇
七
七
〇
冊
）、
総
じ
て
七
〇
一
部
（
一
二
〇
一
五
冊
）
が
藩
校
興
譲
館
か

ら
の
伝
来
本
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
（
４
）
の
『
珍
書
目
録
』
が
、
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
後
の

明
治
四
十
四
年
に
発
行
し
た
珍
書
一
〇
九
点
の
目
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
珍
書

目
録
』
は
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
と
三
回

刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
群
が
同
館
の
中
で
も
珍
書
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、
先
に
も
述
べ
た
伊
佐
早
が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
建
設

し
た
珍
書
蔵（
石
倉
）に
収
蔵
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た『
珍

書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
珍
書
は
二
八
七
部
（
二
二
二
五
冊
）
と
（
４
）『
珍
書

目
録
』
に
比
す
と
二
倍
以
上
の
増
加
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
昭
和
十
三
年
に
上

杉
家
か
ら
「
林
泉
文
庫
」
の
寄
託
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
㊻
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
伊
佐
早
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
前
の

明
治
三
十
二
年
頃
、
興
譲
館
財
団
が
藩
校
興
譲
館
伝
来
の
書
籍
を
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
以
降
、
目
録
の
作
成
を
行
い
、
そ
れ
が
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
に

受
け
継
が
れ
、現
在
も
『
珍
書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
が
同
館
所
蔵
の
「
米

沢
善
本
」
や
「
林
泉
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
『
珍
書
目
録
』

を
も
と
に
太
平
洋
戦
争
時
、
米
沢
市
郊
外
の
塩
井
村
等
に
珍
書
を
疎
開
さ
せ
た

こ
と
が
『
図
書
館
日
誌
』
や
内
部
資
料
で
わ
か
っ
て
い
る
㊼
。
伊
佐
早
が
興
譲

館
伝
来
の
書
籍
を
目
録
化
し
、
珍
書
蔵
を
設
け
、
そ
の
保
存
を
行
っ
て
き
た
こ

と
が
、
こ
の
よ
う
に
後
世
に
お
い
て
も
脈
々
と
米
沢
図
書
館
に
受
け
継
が
れ
、

そ
れ
が
新
宮
氏
が
述
べ
る
、
米
沢
藩
以
来
の
貴
重
な
資
料
が
散
逸
を
免
れ
た
重

要
な
要
因
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
林
泉
文
庫
の
全
容
解
明
に
向
け
て

　
さ
て
、
最
後
に
伊
佐
早
の
「
林
泉
文
庫
」
の
そ
の
全
体
像
を
考
え
て
み
る
。

そ
れ
に
は
、
昭
和
十
三
年
に
上
杉
家
か
ら
市
立
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
際

に
寄
贈
さ
れ
た『
林
泉
文
庫
寄
贈
書
及
書
目
』（
以
下
、『
書
目
』）が
有
用
で
あ
る
。

こ
の
『
書
目
』
は
市
立
米
沢
図
書
館
の
図
書
原
簿
に
よ
れ
ば
三
冊
、
上
杉
家
か

ら
昭
和
十
三
年
十
月
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
作
成
者
は
伊
佐
早
の
息

子
で
あ
る
信
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
㊽
。
そ
し
て
現
在
そ

の
『
書
目
』
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
二
冊
、
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
に
一

冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　（
Ａ
）
市
立
米
沢
図
書
館
　
事
務
室
用

　（
Ｂ
）
市
立
米
沢
図
書
館
　
保
存
用

　（
Ｃ
）
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
所
蔵
本

　（
Ａ
）
は
、『
米
沢
藩
興
譲
館
書
目
集
成
』
第
四
巻
に
影
印
本
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。（
Ｂ
）
は
、（
Ａ
）
に
は
印
や
書
き
込
み
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
書
き

込
み
は
な
く
、保
存
用
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
（
Ａ
）
の
書
き
込
み
や
印
は
、

昭
和
十
三
年
の
寄
託
時
、
ま
た
は
昭
和
二
十
八
年
の
購
入
時
や
そ
の
後
の
事
務

作
業
に
お
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。ま
た（
Ｃ
）に
は
、「
○
」

印
や
「
教
分
館
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の

山
形
大
学
附
属
図
書
館
の
教
育
学
部
分
館
で
購
入
し
、
受
入
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
㊾
。
さ
て
、
そ
の
『
書
目
』
の
目
次
に
は
、
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詳
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、故
ニ
文
明
国
ニ
至
テ
ハ
皆
書
籍
ヲ
尊
重
セ
ザ
ル
ナ
シ
、

故
ニ
今
西
洋
諸
国
其
人
之
遺
愛
遺
徳
ヲ
後
世
ニ
伝
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
者
必
其

文
庫
ヲ
建
ツ
㊷

と
あ
る
よ
う
に
、
福
沢
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
』
に
影
響
を
受
け
た
文
庫
（
図
書

館
）
案
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
書
籍
を
お
い
て
天
下
の
宝
と
い
う
べ
き
も
の
は

な
く
、
社
会
の
万
事
す
べ
て
書
籍
を
も
っ
て
後
世
に
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
。
た

と
え
ば
「
口
碑
」
に
任
せ
て
い
た
た
め
に
皇
大
神
宮
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
男
体
な

の
か
、
女
体
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
口
碑
」

に
任
せ
ず
に
文
明
国
に
お
い
て
は
書
籍
を
尊
重
す
る
の
で
、
西
洋
諸
国
の
人
々

は
そ
の
遺
愛
、
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
書
籍
を
蔵
す
る
文
庫
を
建
て
る

の
で
あ
る
、
と
清
水
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
す
で
に
「
有
志
者
米
沢
文
庫
ヲ

大
町
ニ
立
ツ
、
其
保
存
ニ
苦
」
し
ん
で
い
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、

今
米
沢
中
学
校
ヲ
借
リ
テ
書
籍
館
ト
ナ
シ
米
沢
文
庫
ヲ
置
カ
ン
ト
欲
ス
、

堅
ク
之
レ
カ
規
則
ヲ
設
ケ
後
世
永
保
シ
テ
失
ハ
ザ
ル
ノ
道
ヲ
立
テ
ズ
ハ
ア

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
㊸

米
沢
中
学
校
を
借
り
て
書
籍
館
と
し
て
そ
の
大
町
に
あ
る
米
沢
文
庫
を
移
設

し
、
保
存
を
す
れ
ば
い
い
と
清
水
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
書
籍
館
の
運

営
規
則
ま
で
考
え
た
清
水
の
図
書
館
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
先
に
も
見
た

よ
う
に
こ
の
清
水
の
蔵
書
群
は
明
治
四
十
四
年
に
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、

現
在
そ
の
多
く
は
「
興
譲
館
本
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
㊹
。

　
で
は
、
明
治
四
十
二
年
の
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
の
開
館
時
、
興
譲
館
財
団

よ
り
寄
贈
を
受
け
た
書
籍
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
青
木

昭
博
氏
の
研
究
に
沿
い
な
が
ら
確
認
す
る
と
、
以
下
の
目
録
作
成
に
伊
佐
早
が

関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
１
）「
興
譲
館
伝
来
珍
書
目
録
　
付
解
説
」　（
手
書
き
資
料
）

　（
２
）「
興
譲
館
伝
来
図
書
目
録
」

　（
３
）『
興
譲
館
財
団
寄
贈
図
書
目
録
』

　（
４
）
明
治
四
十
四
年
刊
行
『
珍
書
目
録
』

　（
１
）
は
、
そ
の
内
題
に
「
珍
書
目
録
　
米
沢
興
譲
館
財
団
」、（
２
）
に
も
内

題
に
「
米
沢
興
譲
館
財
団
文
庫
目
録
」
と
あ
る
た
め
、
こ
の
二
つ
の
目
録
は
興

譲
館
財
団
が
作
成
し
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
こ
の
財
団
は
米
沢
中
学
校
が
県
立

に
移
管
さ
れ
た
際
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
（
２
）
の
付
帯
資
料
に

は
「
明
治
四
十
年
三
月
二
日
」
付
で
財
団
に
目
録
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
依

頼
文
書
が
あ
る
た
め
、こ
の
（
１
）
と
（
２
）
は
財
団
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

明
治
四
十
二
年
開
館
の
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
青
木
氏
は
「
藩
校
興
譲
館
伝
来
の
蔵
書
は
、
興
譲
館
財
団
時
代
に
伊
佐
早

が
加
わ
っ
て
、
本
格
的
な
整
理
が
行
わ
れ
、
明
治
四
十
二
年
に
米
沢
図
書
館
に

寄
贈
」
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
（
４
）
の
目
録
の
序
に
は
「
各
書
目
ニ
附
ス
ル
解
説
ハ
本
館
理
事
伊
佐

早
謙
撰
ス
ル
所
ノ
珍
書
目
録
（
漢
文
）
ノ
内
ヨ
リ
其
ノ
概
要
」
を
載
せ
た
も
の

と
あ
り
㊺
、（
１
）
の
漢
文
の
目
録
の
内
容
と
合
致
す
る
た
め
、（
４
）
は
（
１
）

を
元
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
青
木
氏
は
こ
の
（
３
）
の
『
興
譲
館
財
団
寄
贈
図
書
目
録
』
が
そ
の
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書
目
一
　
上
杉
家
本
邸
所
蔵
目
録

　
書
目
二
　
市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書
目
録

　
書
目
三
　
伊
佐
早
家
保
留
書
目
録

と
あ
る
。
こ
の
「
書
目
一
　
上
杉
家
本
邸
所
蔵
目
録
」
分
は
上
杉
家
本
邸
に
保

管
さ
れ
た
後
に
、上
杉
家
に
あ
っ
た
藩
政
資
料
と
と
も
に「
上
杉
文
書
」と
し
て
、

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
米
沢
市
が
譲
り
受
け
、
市
立
米
沢
図
書
館
で

保
管
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は
「
上
杉
文

書
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
」
が
雄
松
堂
よ
り
販
売
さ
れ
、そ
の
目
録
と
し
て
「
上

杉
文
書
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
た
が
、そ
の
目
録
に
は
「『
上
杉
文
書
』
の
中
に
『
林

泉
文
庫
』
は
若
干
加
え
ら
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
研
究
で
「
上
杉
文
書
」
の
三
分
の
一
以
上
が
「
林
泉
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
㊿
。

　「
書
目
二
　
市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書
目
録
」
と
あ
る
も
の
が
、
現
在
、「
上

杉
文
書
」
以
外
の
「
林
泉
文
庫
」
で
、
山
形
県
内
の
各
館
に
分
散
さ
れ
て
い
る

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、米
沢
図
書
館
で
所
蔵
す
る『
書
目
』二
冊
の
う
ち
、

事
務
室
で
保
存
し
て
き
た
（
Ａ
）
本
の
「
書
目
二
　
市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書

目
録
」
の
書
き
込
み
を
詳
し
く
見
て
み
た
い
。「
書
目
二
」
の
書
き
出
し
に
は
�
、

　「
貴
」
印 

珍
書
部

　「
米
」
印 

郷
土
部

　「
▲
▲
」
印 

郷
土
部
ヨ
リ
除
去

　「
■
」
印 

雑
部

と
の
手
書
き
の
書
き
込
み
が
あ
る
。「
貴
」
印
は
貴
重
書
（
珍
書
）
の
意
味
で
、

全
部
で
四
十
三
部
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
因
学
紀
聞
」（
米
沢
善
本

三
八
）
や
「
擬
表
」（
米
沢
善
本
二
三
）、「
百
人
一
首
抄
」（
米
沢
善
本
一
八
六
）

等
の
現
在
も
米
沢
図
書
館
の
米
沢
善
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る

二
十
二
部
の
資
料
の
ほ
か
に
、
一
部
不
明
本
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
同
館

に
所
蔵
さ
れ
る
「
林
泉
文
庫
」
や
「
上
杉
鷹
山
公
御
手
沢
本
」
に
含
ま
れ
て
い

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
米
沢
善
本
」
と
は
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
研

究
所
の
資
金
援
助
を
受
け
た
同
志
社
大
学
で
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
同
志
社
東
方
文

化
講
座
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
研
究
の
一
環
で
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
の
研
究
者
た
ち
が
米
沢
図
書
館
を
訪
れ
、
同
館
の
蔵
書
中
の
良
本
の
蔵

書
目
録
が
作
成
さ
れ
た
�
。
漢
籍
一
四
六
部
、
和
書
六
十
二
部
の
全
二
〇
八
部

二
一
三
八
点
の
目
録
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
録
解
題
に
沿
い
、
米
沢
図
書
館
で
は

そ
れ
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
化
し
、「
米
沢
善
本
」
と
名
付
け
た
。
そ
の
た
め
、
元
来

は
「
林
泉
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
際
に
「
米
沢

善
本
」
に
分
類
さ
れ
た
。

　「
米
」
印
は
米
沢
図
書
館
の
郷
土
資
料
と
し
て
同
館
が
購
入
し
た
「
林
泉
文

庫
」の
う
ち
の
郷
土
に
関
す
る
資
料
に
捺
さ
れ
て
お
り
、全
部
で
四
二
五
部
あ
っ

た
。
現
在
、
同
館
の
「
林
泉
文
庫
」
は
七
〇
六
部
一
六
三
四
冊
所
蔵
し
て
い
る

が
�
、
ほ
ぼ
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
そ
の
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
▲
▲
」
印
は
五
部
あ
り
、
同
館
に
は
現
在
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
■
」
印
は
八
部
あ
っ
た
が
、
そ
の
す
べ
て
市
立
米
沢
図
書

館
に
は
所
蔵
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
四
つ
の
印
の
他
に
資
料
名
の
上
部
に
、
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　「
●
」
印

　「
ア
リ
」
と
の
書
き
込
み

　「
㋹
」
印

　「
㋹
■
」
印

と
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。
こ
の
印
が
付
け
ら
れ
た
資
料
を
見
て
み
る
と
、
こ

の
う
ち
「
●
」
印
は
一
八
九
部
あ
り
、
現
在
、
同
館
で
は
「
林
泉
文
庫
」
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
下
、
ま
た
は
「
興
譲
館
本
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
あ
っ
た
（
一
部
不
明
な
も
の
あ
り
）。

 

「
ア
リ
」
と
書
き
込
み
の
あ
っ
た
資
料
は
二
十
三
部
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
半
数

ほ
ど
は
同
館
の
「
林
泉
文
庫
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同

定
で
き
る
。「
㋹
」
印
は
一
七
三
部
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
数
点
が
同
館
の
「
林
泉

文
庫
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
も
し
く
は
「
興
譲
館
本
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
以
外

は
現
在
同
館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。「
㋹
■
」
印
は
八
十
九
部

あ
り
、
そ
の
殆
ど
の
資
料
の
所
蔵
は
な
か
っ
た
。
こ
の
同
館
に
所
蔵
が
な
い
資

料
、
ま
た
は
無
記
号
の
資
料
や
、（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）
本
の
比
較
・
照
合
を
本
稿
で

行
う
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
今
後
、
さ
ら
な
る
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
伊
佐
早
の
「
林
泉
文
庫
」
の
全
容
を
把
握
す
る
の
を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
、

「
林
泉
文
庫
」
に
伊
佐
早
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
も
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
前
項
の
表
で
み
た
よ
う
に
米
沢
図
書
館
の
「
米
沢
善
本
」
中
に
「
林
泉

文
庫
」
は
二
十
部
一
〇
九
点
あ
る
が
、「
米
沢
蔵
書
」「
稽
古
堂
叢
書
」
等
も
捺
さ

れ
て
い
る
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
米
沢
蔵
書
」
と
は
米
沢
藩
の
藩

庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
、「
稽
古
堂
蔵
書
」
と
は
上
杉
鷹
山
の
書
棚
に
あ
っ

た
と
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
同
館
の
「
興
譲
館
本
」
中
に
は
、「
林
泉
文
庫
」
は
六
部
四
十
八
点
確
認
し
て

い
る
が
、「
窪
田
蔵
書
」
印
と
併
印
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
点
、「
興
譲
館
蔵
書
」

印
と
併
印
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
点
あ
っ
た
。「
窪
田
蔵
書
」
と
は
、
藩
校
興
譲

館
の
提
学
で
も
あ
っ
た
窪
田
茂
遂
の
家
の
蔵
書
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
に
米

沢
図
書
館
は
窪
田
茂
遂
の
子
孫
で
あ
る
窪
田
茂
正
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
同
館
中
の
伊
佐
早
蔵
書
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
中
沢

氏
収
集
文
書
中
に
一
部
「
米
沢
雑
事
記
」
が
「
林
泉
文
庫
」
印
と
「
羽
前
　
米

沢
市
林
泉
寺
町
　
伊
佐
早
謙
」
印
を
捺
さ
れ
て
い
た
も
の
が
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
資
料
を
、
一
概
に
「
林
泉
文
庫
」
と
は
称
せ
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
伊
佐
早
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
資
料
、
そ
こ
に
は
伊
佐
早

の
収
集
の
意
思
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
も
う
一
点
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
伊
佐
早
の
蔵

書
印
八
つ
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
「
伊
佐
早
兼
古
書
之
寶
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
現
在
、
市
立

米
沢
図
書
館
蔵
書
中
で
三
十
七
部
ほ
ど
し
か
な
い
。「
米
沢
善
本
」
に
十
六
部
、

「
林
泉
文
庫
」
中
に
二
十
一
部
、
そ
の
ほ
か
に
一
部
確
認
し
て
い
る
の
み
で
、

蔵
書
中
で
特
に
貴
重
だ
と
伊
佐
早
が
考
え
て
い
た
資
料
に
捺
さ
れ
て
い
た
か
と

思
わ
れ
る
。
伊
佐
早
の
知
の
集
積
た
る
「
林
泉
文
庫
」
の
全
容
把
握
に
は
ま
だ

ま
だ
課
題
が
残
る
。

お
わ
り
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
「
林
泉
文
庫
」
と
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
あ
り
方
を
見
て
き
た
が
、

伊
佐
早
の
図
書
館
の
運
営
は
、
米
沢
藩
以
来
の
貴
重
な
古
書
を
保
存
・
保
管
す
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書
目
一
　
上
杉
家
本
邸
所
蔵
目
録

　
書
目
二
　
市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書
目
録

　
書
目
三
　
伊
佐
早
家
保
留
書
目
録

と
あ
る
。
こ
の
「
書
目
一
　
上
杉
家
本
邸
所
蔵
目
録
」
分
は
上
杉
家
本
邸
に
保

管
さ
れ
た
後
に
、上
杉
家
に
あ
っ
た
藩
政
資
料
と
と
も
に「
上
杉
文
書
」と
し
て
、

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
米
沢
市
が
譲
り
受
け
、
市
立
米
沢
図
書
館
で

保
管
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は
「
上
杉
文

書
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
」
が
雄
松
堂
よ
り
販
売
さ
れ
、そ
の
目
録
と
し
て
「
上

杉
文
書
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
た
が
、そ
の
目
録
に
は
「『
上
杉
文
書
』
の
中
に
『
林

泉
文
庫
』
は
若
干
加
え
ら
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
研
究
で
「
上
杉
文
書
」
の
三
分
の
一
以
上
が
「
林
泉
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
㊿
。

　「
書
目
二
　
市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書
目
録
」
と
あ
る
も
の
が
、
現
在
、「
上

杉
文
書
」
以
外
の
「
林
泉
文
庫
」
で
、
山
形
県
内
の
各
館
に
分
散
さ
れ
て
い
る

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、米
沢
図
書
館
で
所
蔵
す
る『
書
目
』二
冊
の
う
ち
、

事
務
室
で
保
存
し
て
き
た
（
Ａ
）
本
の
「
書
目
二
　
市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書

目
録
」
の
書
き
込
み
を
詳
し
く
見
て
み
た
い
。「
書
目
二
」
の
書
き
出
し
に
は
�
、

　「
貴
」
印 

珍
書
部

　「
米
」
印 

郷
土
部

　「
▲
▲
」
印 

郷
土
部
ヨ
リ
除
去

　「
■
」
印 

雑
部

と
の
手
書
き
の
書
き
込
み
が
あ
る
。「
貴
」
印
は
貴
重
書
（
珍
書
）
の
意
味
で
、

全
部
で
四
十
三
部
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
因
学
紀
聞
」（
米
沢
善
本

三
八
）
や
「
擬
表
」（
米
沢
善
本
二
三
）、「
百
人
一
首
抄
」（
米
沢
善
本
一
八
六
）

等
の
現
在
も
米
沢
図
書
館
の
米
沢
善
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る

二
十
二
部
の
資
料
の
ほ
か
に
、
一
部
不
明
本
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
同
館

に
所
蔵
さ
れ
る
「
林
泉
文
庫
」
や
「
上
杉
鷹
山
公
御
手
沢
本
」
に
含
ま
れ
て
い

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
米
沢
善
本
」
と
は
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
研

究
所
の
資
金
援
助
を
受
け
た
同
志
社
大
学
で
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
同
志
社
東
方
文

化
講
座
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
研
究
の
一
環
で
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
の
研
究
者
た
ち
が
米
沢
図
書
館
を
訪
れ
、
同
館
の
蔵
書
中
の
良
本
の
蔵

書
目
録
が
作
成
さ
れ
た
�
。
漢
籍
一
四
六
部
、
和
書
六
十
二
部
の
全
二
〇
八
部

二
一
三
八
点
の
目
録
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
録
解
題
に
沿
い
、
米
沢
図
書
館
で
は

そ
れ
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
化
し
、「
米
沢
善
本
」
と
名
付
け
た
。
そ
の
た
め
、
元
来

は
「
林
泉
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
際
に
「
米
沢

善
本
」
に
分
類
さ
れ
た
。

　「
米
」
印
は
米
沢
図
書
館
の
郷
土
資
料
と
し
て
同
館
が
購
入
し
た
「
林
泉
文

庫
」の
う
ち
の
郷
土
に
関
す
る
資
料
に
捺
さ
れ
て
お
り
、全
部
で
四
二
五
部
あ
っ

た
。
現
在
、
同
館
の
「
林
泉
文
庫
」
は
七
〇
六
部
一
六
三
四
冊
所
蔵
し
て
い
る

が
�
、
ほ
ぼ
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
そ
の
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
▲
▲
」
印
は
五
部
あ
り
、
同
館
に
は
現
在
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
■
」
印
は
八
部
あ
っ
た
が
、
そ
の
す
べ
て
市
立
米
沢
図
書

館
に
は
所
蔵
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
四
つ
の
印
の
他
に
資
料
名
の
上
部
に
、
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る
こ
と
に
そ
の
意
義
を
見
出
し
て
き
た
。「
林
泉
文
庫
」
の
収
集
も
そ
の
導
線
上

に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
理
由
を
考
え
る
に
、
伊
佐

早
が
「
全
心
血
を
注
が
れ
た
る
一
大
著
述
」
�
で
あ
っ
た
『
奥
羽
編
年
史
料
』

の
凡
例
に
は
次
の
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
筆
ヲ
鎌
倉
府
ノ
首
ニ
起
ス
、
当
ニ
江
戸
府
ノ
尾
ヲ
以
テ
獲
麟
ト
ナ
ス

ベ
シ
、
然
レ
ド
モ
慶
長
以
後
ニ
於
ル
奥
羽
各
家
ノ
文
書
記
録
実
ニ
浩
繁
無

量
ナ
リ
ト
ナ
ス
、
今
之
ヲ
閲
覧
シ
之
ヲ
考
究
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
バ
更
ニ
数

十
年
ノ
力
ヲ
費
ヤ
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
�

　
こ
の
『
奥
羽
編
年
史
料
』
は
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
の
終
わ
り
ま
で
を
収
集
し

た
資
料
群
で
あ
る
。
慶
長
以
来
の
奥
羽
の
各
家
の
文
書
記
録
は
膨
大
に
あ
り
、

そ
れ
を
ひ
と
つ
ず
つ
見
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
と
、
数
十
年
の
年
月
が
か
か
る

研
究
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
伊
佐
早
は
述
べ
る
。『
奥
羽
編
年
史
料
』
等
の
資
料
編

纂
を
行
な
っ
た
理
由
は
こ
の
点
に
尽
き
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

本
書
体
製
ヲ
編
年
ト
ナ
ス
、
故
ニ
各
家
ニ
即
チ
其
首
尾
ヲ
綜
貫
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ズ
、
然
レ
ド
モ
細
心
通
読
ヲ
致
サ
バ
各
家
ノ
首
尾
ニ
於
テ
モ
亦
自
然

ニ
要
領
ヲ
宥
得
セ
ン
、
�

と
、
こ
の
書
を
編
年
体
で
記
す
の
は
、
各
家
々
の
歴
史
の
首
尾
を
総
覧
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
通
読
せ
ね
ば
要
領
は
得
ら
れ
な
い
と
も
述
べ

て
い
る
。
こ
の
伊
佐
早
の
歴
史
書
編
纂
に
お
け
る
姿
勢
は
、
大
正
二
年
の
『
編

年
西
村
山
郡
史
』
や
同
九
年
の
『
山
形
県
史
』（
全
四
巻
）
に
も
見
ら
れ
�
、
伊

佐
早
が
な
ぜ
編
年
体
で
史
書
を
編
纂
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
か
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
自
分
が
資
料
を
収
集
し
、
そ
の
資
料
を
元
に
歴

史
書
を
編
む
こ
と
は
研
究
者
が
数
十
年
の
労
な
く
、
そ
の
研
究
を
行
え
る
た
め

に
し
た
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
が
伊
佐
早
の
資
料
収
集
に
お
い
て
も
そ
の
根
源
た

る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
伊
佐
早
の
思
想
の
断
片
を
窺
え
る
も
の
に
、
晩
年
の
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）、
米
沢
有
為
会
の
東
京
興
譲
館
で
講
演
し
た
内
容
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
藩
校
時
代
の
興
譲
館
は
今
日
の
よ
う
に
学
問
も
細
密
に
分
か
れ
て

も
お
ら
ず
、
研
究
す
る
の
も
科
学
書
の
類
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
勉
学
を

す
る
こ
と
は
「
枢
要
な
る
人
間
」
に
な
り
、「
米
沢
藩
を
興
隆
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
考
え
た
至
誠
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

他
は
経
済
学
の
如
き
科
学
も
知
ら
ず
、医
学
等
も
知
ら
ず
何
も
知
ら
な
い
。

只
一
通
り
の
支
那
経
書
を
読
み
、
歴
史
を
読
ん
で
興
亡
治
乱
を
学
ん
だ
に

過
ぎ
な
い
、
然
も
そ
れ
で
出
た
人
物
は
今
申
し
た
通
り
民
政
に
当
れ
ば
民

政
、
経
済
に
当
れ
ば
経
済
、
全
体
の
政
治
に
当
る
者
は
全
体
の
政
治
を
経

論
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
�

　
藩
校
時
代
は
「
大
学
」「
中
庸
」
や
「
春
秋
左
氏
伝
」
等
の
中
国
の
経
書
や
歴

史
を
読
み
、
そ
の
興
亡
治
乱
を
学
ぶ
こ
と
で
、
専
門
的
に
民
政
や
経
済
を
学
ば

ず
と
も
全
体
の
政
治
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
現
在
を
思
う
に
、
己

の
学
問
を
追
求
す
る
こ
と
に
み
な
注
力
し
て
い
る
が
、

興
譲
館
が
創
立
せ
ら
れ
た
所
以
の
己
を
忘
れ
て
国
家
の
為
に
す
る
様
な
才
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を
善
道
に
向
は
せ
国
家
の
為
に
働
か
せ
る
と
云
う
様
に
し
た
な
ら
、
先
君

の
御
旨
に
か
な
ひ
興
譲
館
を
創
立
せ
ら
れ
た
御
趣
意
に
背
か
な
い
の
み
な

ら
ず
、
当
時
興
譲
館
生
が
国
家
の
為
に
有
益
な
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
今
日
に
於
い
て
も
国
家
の
為
に
働
く
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
�

　
己
の
た
め
の
学
問
で
は
な
く
、
才
を
国
家
の
た
め
に
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
ば
、
興
譲
館
を
創
立
し
た
上
杉
鷹
山
の
趣
意
に
も
沿
い
、
国
家
の
た
め

に
働
く
有
益
な
人
物
と
な
る
で
あ
ろ
う
、と
伊
佐
早
は
述
べ
る
。伊
佐
早
に
と
っ

て
、「
枢
要
な
る
人
間
」
に
な
る
た
め
の
学
問
、
そ
れ
は
藩
校
興
譲
館
を
指
針
と

し
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
そ
の
学
問
を
支
え
る
た
め
の
書
籍
や

資
料
、
そ
し
て
そ
れ
を
保
管
す
る
た
め
の
図
書
館
、
伊
佐
早
の
思
想
は
こ
の
よ

う
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
　
新
宮
学
「
近
代
山
形
最
初
の
郷
土
史
家
、
伊
佐
早
謙
の
仕
事
」（『
西
村
山
地
域
史

の
研
究
』、
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
八
年
）

②
　
山
形
県
立
図
書
館
編
『
故
伊
佐
早
謙
先
生
閲
歴
』、
一
九
三
〇
年
。
伊
佐
早
が
生
ま

れ
た
日
を
西
暦
に
な
お
す
と
、
一
八
五
八
年
二
月
二
十
一
日
と
な
る
。
片
山
は
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
八
日
に
興
譲
館
提
学
と
な
る
（「
御
家
中
諸
士
略
系
譜
」）。

③
　
前
掲
註
②
、
一
二
～
一
三
頁
。

④
　
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
「
図
書
館
財
団
設
立
趣
意
書
」（
市
立
米
沢
図
書
館
　
内

部
資
料
）

⑤
　『
西
洋
事
情
　
初
編
　
巻
之
一
』（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
八
年
）、
三
〇
五
頁
。

　
　
西
洋
諸
国
の
都
府
に
は
文
庫
あ
り
。「
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
キ
」
と
云
ふ
。
日
用
の

書
籍
・
図
画
等
よ
り
古
書
珍
書
に
至
る
ま
で
万
国
の
書
皆
備
り
、
衆
人
来
り
て

随
意
に
之
を
読
む
べ
し
。

⑥
　
日
本
図
書
館
協
会
編
『
近
代
日
本
図
書
館
の
歩
み
―
日
本
図
書
館
協
会
創
立
百

年
記
念
―
』、
一
九
九
二
年
、
一
一
四
頁
。

⑦
　
日
本
図
書
館
協
会
編
『
近
代
日
本
図
書
館
の
歩
み
　
本
篇
』、
一
九
九
三
年
、

二
一
三
頁
。
ま
た
、「
米
沢
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
十
月
九
日
の
記
事
に
は
、
財
団

法
人
米
沢
図
書
館
の
設
立
発
起
の
理
由
に
つ
い
て
「
日
露
戦
役
に
際
し
各
地
紀
念

事
業
」
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
初
代
館
長
松
山
亮
よ
り
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
戦
勝

紀
念
と
し
て
各
地
で
図
書
館
の
開
館
が
相
次
い
だ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

⑧
　
境
沢
和
男
「
米
沢
地
方
に
お
け
る
西
洋
思
想
受
容
過
程
の
一
断
面
―
清
水
彦
介

の
生
涯
と
思
想
」（『
近
代
学
校
成
立
過
程
の
研
究
―
明
治
前
期
東
北
地
方
に
関
す

る
実
証
的
研
究
』、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
六
年
。

⑨
　
清
水
彦
介
「
米
沢
文
庫
設
立
案
」（『
天
雷
子
　
続
三
』、
市
立
米
沢
図
書
館
　
清

水
彦
介
資
料
三
）。
清
水
彦
介
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
清
水
彦
介
の
近
代
―
近
代

図
書
館
の
曙
光
―
」（『
米
沢
国
語
国
文
』
第
五
十
号
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期

大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑩
　
前
掲
註
④
「
趣
意
書
」

⑪
　『
図
書
館
日
誌
』明
治
四
十
二
年
十
月
十
七
日（
市
立
米
沢
図
書
館
　
内
部
資
料
）。

市
立
米
沢
図
書
館
編
『
米
沢
図
書
館
一
〇
〇
年
』、
二
〇
〇
九
年
、
四
頁
。

⑫
　
前
掲
註
①
、
新
宮
論
文
。

⑬
　
ま
た
令
和
三
年
二
月
二
十
七
日
よ
り
三
月
十
四
日
ま
で
、
よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
「
林
泉
文
庫
の
世
界
展
―
伊
佐
早
謙
が
つ
な
い
だ
沖
縄
と
米
沢
」（
山
形
大
学
附

属
博
物
館
・
市
立
米
沢
図
書
館
共
催
）
を
行
い
、
そ
の
際
に
展
示
図
録
『
林
泉
文
庫

の
世
界
展
―
伊
佐
早
謙
が
つ
な
い
だ
沖
縄
と
米
沢
』、
二
〇
二
一
年
を
作
成
し
た
。

⑭
　
扁
額
「
林
泉
文
庫
」、
個
人
蔵
。
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る
こ
と
に
そ
の
意
義
を
見
出
し
て
き
た
。「
林
泉
文
庫
」
の
収
集
も
そ
の
導
線
上

に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
理
由
を
考
え
る
に
、
伊
佐

早
が
「
全
心
血
を
注
が
れ
た
る
一
大
著
述
」
�
で
あ
っ
た
『
奥
羽
編
年
史
料
』

の
凡
例
に
は
次
の
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
筆
ヲ
鎌
倉
府
ノ
首
ニ
起
ス
、
当
ニ
江
戸
府
ノ
尾
ヲ
以
テ
獲
麟
ト
ナ
ス

ベ
シ
、
然
レ
ド
モ
慶
長
以
後
ニ
於
ル
奥
羽
各
家
ノ
文
書
記
録
実
ニ
浩
繁
無

量
ナ
リ
ト
ナ
ス
、
今
之
ヲ
閲
覧
シ
之
ヲ
考
究
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
バ
更
ニ
数

十
年
ノ
力
ヲ
費
ヤ
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
�

　
こ
の
『
奥
羽
編
年
史
料
』
は
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
の
終
わ
り
ま
で
を
収
集
し

た
資
料
群
で
あ
る
。
慶
長
以
来
の
奥
羽
の
各
家
の
文
書
記
録
は
膨
大
に
あ
り
、

そ
れ
を
ひ
と
つ
ず
つ
見
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
と
、
数
十
年
の
年
月
が
か
か
る

研
究
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
伊
佐
早
は
述
べ
る
。『
奥
羽
編
年
史
料
』
等
の
資
料
編

纂
を
行
な
っ
た
理
由
は
こ
の
点
に
尽
き
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

本
書
体
製
ヲ
編
年
ト
ナ
ス
、
故
ニ
各
家
ニ
即
チ
其
首
尾
ヲ
綜
貫
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ズ
、
然
レ
ド
モ
細
心
通
読
ヲ
致
サ
バ
各
家
ノ
首
尾
ニ
於
テ
モ
亦
自
然

ニ
要
領
ヲ
宥
得
セ
ン
、
�

と
、
こ
の
書
を
編
年
体
で
記
す
の
は
、
各
家
々
の
歴
史
の
首
尾
を
総
覧
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
通
読
せ
ね
ば
要
領
は
得
ら
れ
な
い
と
も
述
べ

て
い
る
。
こ
の
伊
佐
早
の
歴
史
書
編
纂
に
お
け
る
姿
勢
は
、
大
正
二
年
の
『
編

年
西
村
山
郡
史
』
や
同
九
年
の
『
山
形
県
史
』（
全
四
巻
）
に
も
見
ら
れ
�
、
伊

佐
早
が
な
ぜ
編
年
体
で
史
書
を
編
纂
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
か
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
自
分
が
資
料
を
収
集
し
、
そ
の
資
料
を
元
に
歴

史
書
を
編
む
こ
と
は
研
究
者
が
数
十
年
の
労
な
く
、
そ
の
研
究
を
行
え
る
た
め

に
し
た
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
が
伊
佐
早
の
資
料
収
集
に
お
い
て
も
そ
の
根
源
た

る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
伊
佐
早
の
思
想
の
断
片
を
窺
え
る
も
の
に
、
晩
年
の
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）、
米
沢
有
為
会
の
東
京
興
譲
館
で
講
演
し
た
内
容
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
藩
校
時
代
の
興
譲
館
は
今
日
の
よ
う
に
学
問
も
細
密
に
分
か
れ
て

も
お
ら
ず
、
研
究
す
る
の
も
科
学
書
の
類
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
勉
学
を

す
る
こ
と
は
「
枢
要
な
る
人
間
」
に
な
り
、「
米
沢
藩
を
興
隆
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
考
え
た
至
誠
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

他
は
経
済
学
の
如
き
科
学
も
知
ら
ず
、医
学
等
も
知
ら
ず
何
も
知
ら
な
い
。

只
一
通
り
の
支
那
経
書
を
読
み
、
歴
史
を
読
ん
で
興
亡
治
乱
を
学
ん
だ
に

過
ぎ
な
い
、
然
も
そ
れ
で
出
た
人
物
は
今
申
し
た
通
り
民
政
に
当
れ
ば
民

政
、
経
済
に
当
れ
ば
経
済
、
全
体
の
政
治
に
当
る
者
は
全
体
の
政
治
を
経

論
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
�

　
藩
校
時
代
は
「
大
学
」「
中
庸
」
や
「
春
秋
左
氏
伝
」
等
の
中
国
の
経
書
や
歴

史
を
読
み
、
そ
の
興
亡
治
乱
を
学
ぶ
こ
と
で
、
専
門
的
に
民
政
や
経
済
を
学
ば

ず
と
も
全
体
の
政
治
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
現
在
を
思
う
に
、
己

の
学
問
を
追
求
す
る
こ
と
に
み
な
注
力
し
て
い
る
が
、

興
譲
館
が
創
立
せ
ら
れ
た
所
以
の
己
を
忘
れ
て
国
家
の
為
に
す
る
様
な
才
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⑮
　「
北
燕
游
草
」
は
現
在
、
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
所
蔵
で
あ
る
。（
前
掲
註
⑬
図

録
、
十
頁
）。

⑯
　「
御
詩
和
韻
集
」
は
現
在
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
、
林
泉
文
庫
三
三
〇
に
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
化
さ
れ
て
い
る
。

⑰
　
前
掲
註
⑬
、
四
頁
。

⑱
　
前
掲
註
⑬
「
林
泉
文
庫
の
最
前
線
」、
十
七
頁
参
照
。
ま
た
、
山
形
公
立
大
学
法

人
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
林
泉
文
庫
」
は
、
科
研
費
報
告
書
『「
上
杉
家
御
譲
本
」

の
所
在
調
査
と
そ
の
史
的
研
究
』、
研
究
代
表
者
：
東
海
林
静
男
、
一
九
八
九
年

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑲
　「
米
沢
新
聞
」
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
日

⑳
　
赤
井
運
次
郎
校
註
、
古
山
英
子
編
「
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
　
郷
土
資
料
の
由

緒
」、
一
九
六
九
年
、
二
十
頁
。

㉑
　
市
立
米
沢
図
書
館
編
『
米
沢
図
書
館
１
０
０
年
』、
二
〇
〇
九
年
、
六
頁
。

㉒
　
伊
佐
早
謙
筆
『
米
沢
市
史
稿
』（
市
立
米
沢
図
書
館
　
開
架
資
料
Ｋ
２
１
２
／
Ｉ
）

㉓
　「
珍
書
文
庫
設
立
案
」（
市
立
米
沢
図
書
館
　
内
部
資
料
）

㉔
　
前
掲
註
㉓
「
珍
書
文
庫
設
立
案
」

㉕
　
前
掲
註
②
、
四
頁
。

㉖
　
前
掲
註
㉑
、
六
頁
。
ま
た
、『
故
伊
佐
早
謙
先
生
閲
歴
』
に
よ
れ
ば
大
正
十
五
年

に
行
わ
れ
た
日
本
図
書
館
協
会
主
催
の
第
十
一
回
全
国
大
会
を
山
形
県
で
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
県
立
山
形
図
書
館
、
酒
田
、
鶴
岡
と
と
も
に
企
画
し
、
図
書
館
事

業
の
面
目
を
掲
げ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
②
、
九
頁
）。

㉗
　
明
治
四
十
四
年
七
月
　
伊
佐
早
謙
撰
　
土
肥
博
書
「
創
立
米
沢
図
書
館
碑
」

　
　
於
是
新
設
興
譲
館
財
団
、
以
保
管
図
書
財
産
、
亦
将
有
以
資
人
文
発
達
之
途
也
、

　　
　
現
在
も
こ
の
図
書
館
碑
は
、
初
代
米
沢
図
書
館
が
建
設
さ
れ
た
法
泉
寺
境
内
に

現
存
し
て
い
る
。

㉘
　
前
掲
註
㉗
「
創
立
米
沢
図
書
館
碑
」

　
　 

文
庫
堅
牢
、
楼
室
宏
潔
、
不
奢
不
陋
、
閲
覧
之
便
全
備
、
而
宝
書
珍
籍
之
富
、

則
不
敢
出
足
利
文
庫
之
下
、
豈
不
盛
哉
、
盖
人
文
之
発
達
固
不
能
不
依
図
籍
凡

有
求
乎
、
此
館
者
不
宜
不
夙
夜
研
究
修
徳
磨
智
、
以
資
国
運
之
発
達
、
是
本
館

之
所
以
設
立
也
、
藩
学
旧
有
孔
子
廟
、
亦
為
財
団
所
管
祭
祀
不
怠
、
今
茲
辛
亥

徒
廟
于
館
之
東
北
置
、
祭
資
金
五
百
円
以
祭
焉
、
並
記
以
諗
来
茲
云
、

㉙
　
青
木
昭
博
「
解
説
　
市
立
米
沢
図
書
館
の
蔵
書
と
現
在
の
興
譲
館
本
」（
書
誌
書

目
シ
リ
ー
ズ
九
〇
『
米
沢
藩
興
譲
館
書
目
集
成
』
第
四
巻
、
林
泉
文
庫
書
目
解
題
・

解
説
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）、
五
六
七
～
五
六
八
頁
。

㉚
　
前
掲
註
㉙
青
木
論
文
、
五
六
八
頁
。

㉛
　『
米
沢
市
史
』
第
二
巻
、
近
世
編
１
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
一
年
、

六
一
八
～
六
一
九
頁
。

㉜
　『
米
沢
市
史
』
第
三
巻
、
近
世
編
２
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
三
年
、

六
九
六
頁
。

㉝
　
松
野
良
寅
「
学
館
興
譲
館
の
変
遷
」（『
米
沢
市
史
資
料
　
第
八
号
　
幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
の
教
育
事
情
』、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）。

㉞
　
厳
密
に
い
え
ば
、
伊
佐
早
が
米
沢
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
明
治
十
七
年

か
ら
明
治
二
十
三
年
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
明
治
三
十
年
ま
で
で
あ
る
（
前
掲
註

⑬
、
二
十
頁
）。

㉟
　『
米
沢
市
史
』
第
四
巻
、
近
代
編
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
五
年
、

四
九
頁
。

㊱
　
前
掲
注
㉟
、
二
三
九
～
二
四
〇
頁
。

㊲
　
前
掲
注
㉟
、
二
四
〇
頁
、
六
〇
三
頁
。

㊳
　
前
掲
註
②
、
九
頁
。
米
沢
藩
及
び
米
沢
図
書
館
で
は
、
釈
奠
を
釈
典
と
記
し
て

い
た
（
前
掲
註
㉑
、
五
頁
）。

㊴
　
藤
敏
夫
『
近
世
日
本
釈
奠
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
二
頁
。

㊵
　
前
掲
注
㉘
参
照
。
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⑮
　「
北
燕
游
草
」
は
現
在
、
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
所
蔵
で
あ
る
。（
前
掲
註
⑬
図

録
、
十
頁
）。

⑯
　「
御
詩
和
韻
集
」
は
現
在
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
、
林
泉
文
庫
三
三
〇
に
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
化
さ
れ
て
い
る
。

⑰
　
前
掲
註
⑬
、
四
頁
。

⑱
　
前
掲
註
⑬
「
林
泉
文
庫
の
最
前
線
」、
十
七
頁
参
照
。
ま
た
、
山
形
公
立
大
学
法

人
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
林
泉
文
庫
」
は
、
科
研
費
報
告
書
『「
上
杉
家
御
譲
本
」

の
所
在
調
査
と
そ
の
史
的
研
究
』、
研
究
代
表
者
：
東
海
林
静
男
、
一
九
八
九
年

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑲
　「
米
沢
新
聞
」
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
日

⑳
　
赤
井
運
次
郎
校
註
、
古
山
英
子
編
「
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
　
郷
土
資
料
の
由

緒
」、
一
九
六
九
年
、
二
十
頁
。

㉑
　
市
立
米
沢
図
書
館
編
『
米
沢
図
書
館
１
０
０
年
』、
二
〇
〇
九
年
、
六
頁
。

㉒
　
伊
佐
早
謙
筆
『
米
沢
市
史
稿
』（
市
立
米
沢
図
書
館
　
開
架
資
料
Ｋ
２
１
２
／
Ｉ
）

㉓
　「
珍
書
文
庫
設
立
案
」（
市
立
米
沢
図
書
館
　
内
部
資
料
）

㉔
　
前
掲
註
㉓
「
珍
書
文
庫
設
立
案
」

㉕
　
前
掲
註
②
、
四
頁
。

㉖
　
前
掲
註
㉑
、
六
頁
。
ま
た
、『
故
伊
佐
早
謙
先
生
閲
歴
』
に
よ
れ
ば
大
正
十
五
年

に
行
わ
れ
た
日
本
図
書
館
協
会
主
催
の
第
十
一
回
全
国
大
会
を
山
形
県
で
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
県
立
山
形
図
書
館
、
酒
田
、
鶴
岡
と
と
も
に
企
画
し
、
図
書
館
事

業
の
面
目
を
掲
げ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
②
、
九
頁
）。

㉗
　
明
治
四
十
四
年
七
月
　
伊
佐
早
謙
撰
　
土
肥
博
書
「
創
立
米
沢
図
書
館
碑
」

　
　
於
是
新
設
興
譲
館
財
団
、
以
保
管
図
書
財
産
、
亦
将
有
以
資
人
文
発
達
之
途
也
、

　　
　
現
在
も
こ
の
図
書
館
碑
は
、
初
代
米
沢
図
書
館
が
建
設
さ
れ
た
法
泉
寺
境
内
に

現
存
し
て
い
る
。

㉘
　
前
掲
註
㉗
「
創
立
米
沢
図
書
館
碑
」

　
　 

文
庫
堅
牢
、
楼
室
宏
潔
、
不
奢
不
陋
、
閲
覧
之
便
全
備
、
而
宝
書
珍
籍
之
富
、

則
不
敢
出
足
利
文
庫
之
下
、
豈
不
盛
哉
、
盖
人
文
之
発
達
固
不
能
不
依
図
籍
凡

有
求
乎
、
此
館
者
不
宜
不
夙
夜
研
究
修
徳
磨
智
、
以
資
国
運
之
発
達
、
是
本
館

之
所
以
設
立
也
、
藩
学
旧
有
孔
子
廟
、
亦
為
財
団
所
管
祭
祀
不
怠
、
今
茲
辛
亥

徒
廟
于
館
之
東
北
置
、
祭
資
金
五
百
円
以
祭
焉
、
並
記
以
諗
来
茲
云
、

㉙
　
青
木
昭
博
「
解
説
　
市
立
米
沢
図
書
館
の
蔵
書
と
現
在
の
興
譲
館
本
」（
書
誌
書

目
シ
リ
ー
ズ
九
〇
『
米
沢
藩
興
譲
館
書
目
集
成
』
第
四
巻
、
林
泉
文
庫
書
目
解
題
・

解
説
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）、
五
六
七
～
五
六
八
頁
。

㉚
　
前
掲
註
㉙
青
木
論
文
、
五
六
八
頁
。

㉛
　『
米
沢
市
史
』
第
二
巻
、
近
世
編
１
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
一
年
、

六
一
八
～
六
一
九
頁
。

㉜
　『
米
沢
市
史
』
第
三
巻
、
近
世
編
２
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
三
年
、

六
九
六
頁
。

㉝
　
松
野
良
寅
「
学
館
興
譲
館
の
変
遷
」（『
米
沢
市
史
資
料
　
第
八
号
　
幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
の
教
育
事
情
』、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）。

㉞
　
厳
密
に
い
え
ば
、
伊
佐
早
が
米
沢
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
明
治
十
七
年

か
ら
明
治
二
十
三
年
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
明
治
三
十
年
ま
で
で
あ
る
（
前
掲
註

⑬
、
二
十
頁
）。

㉟
　『
米
沢
市
史
』
第
四
巻
、
近
代
編
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
五
年
、

四
九
頁
。

㊱
　
前
掲
注
㉟
、
二
三
九
～
二
四
〇
頁
。

㊲
　
前
掲
注
㉟
、
二
四
〇
頁
、
六
〇
三
頁
。

㊳
　
前
掲
註
②
、
九
頁
。
米
沢
藩
及
び
米
沢
図
書
館
で
は
、
釈
奠
を
釈
典
と
記
し
て

い
た
（
前
掲
註
㉑
、
五
頁
）。

㊴
　
藤
敏
夫
『
近
世
日
本
釈
奠
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
二
頁
。

㊵
　
前
掲
注
㉘
参
照
。
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㊶
　
前
掲
註
㉑
、
五
頁
。

㊷
　
前
掲
註
⑨
「
米
沢
文
庫
設
立
案
」

㊸
　
前
掲
註
⑨
「
米
沢
文
庫
設
立
案
」

㊹
　
こ
の
大
町
に
設
立
さ
れ
て
い
た
「
米
沢
文
庫
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、「
興

譲
館
本
」
中
に
同
町
の
渡
部
伊
右
衛
門
の
蔵
書
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。

㊺
　
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
『
珍
書
目
録
』、
一
九
一
一
年
。
国
立
国
会
図
書
館
の
所

蔵
本
に
は
、「
明
治
四
十
四
年
五
月
十
五
日
」
の
寄
贈
印
と
と
も
に
初
代
米
沢
図
書

館
長
の
松
山
亮
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

㊻
　
前
掲
註
㉙
青
木
論
文
、
五
七
五
頁
。

㊼
　
前
掲
註
㉑
、
九
頁
。『
図
書
館
日
誌
』
昭
和
二
十
年
七
月
（
市
立
米
沢
図
書
館
　

内
部
資
料
）。

㊽
　
前
掲
註
①
新
宮
論
文
。
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
『
大
清
道
光

二
十
七
年
歳
次
丁
未
時
憲
書
』
に
注
記
さ
れ
た
「
先
考
」
と
の
文
言
か
ら
、
こ
れ

は
亡
父
で
あ
る
伊
佐
早
謙
を
指
す
と
推
定
し
、
こ
の
『
書
目
』
は
伊
佐
早
の
息
子

の
信
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
『
書
目
』
は
現
在
、
複

本
三
冊
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
上
杉
家
本
宅
及
び
伊
佐
早
家
に
も
こ
の

目
録
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

㊾
　
榮
野
川
敦
・
勝
連
晶
子「
戦
前
に
流
出
し
た
琉
球
・
沖
縄
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（
う

る
ま
市
立
図
書
館
市
史
編
さ
ん
係
編
『
蔡
大
鼎
『
伊
計
村
遊
草
』
等
調
査
研
究
事

業
成
果
報
告
書
』、
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
）、
一
〇
九
頁
。

㊿
　『
市
立
米
沢
図
書
館
架
蔵
　
上
杉
文
書
目
録
』、
雄
松
堂
、
一
九
六
九
年
。
前
掲

註
⑬
、「
林
泉
文
庫
研
究
の
最
前
線
」、
十
八
頁
。

�
　
前
掲
註
㉙
書
、
一
二
七
頁
。

�
　
内
田
智
雄
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社
　
東
方
文
化
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
終

刊
に
際
し
て
」（『
東
洋
学
研
究
』、
十
九
―
一
、一
九
六
〇
年
）。

�
　
現
在
、市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
の
「
林
泉
文
庫
」
七
〇
六
部
一
六
三
四
冊
の
う
ち
、

欠
番
が
二
部
、
不
明
資
料
が
六
部
六
点
あ
る
。

�
　
前
掲
註
②
、
十
一
頁
。

�
　
伊
佐
早
謙
著
『
奥
羽
編
年
資
料
』
凡
例
（
市
立
米
沢
図
書
館
　
地
域
史
料
Ｋ
Ｅ

０
０
７
）

�
　
前
掲
註
�
『
奥
羽
編
年
資
料
』

�
　
大
正
二
年
に
依
頼
さ
れ
た
『
米
沢
市
史
』
は
、
印
刷
さ
れ
る
前
に
、
大
正
六
年

五
月
の
米
沢
大
火
が
起
こ
り
、伊
佐
早
に
よ
る
『
米
沢
市
史
』
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
。
現
在
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
残
る
伊
佐
早
謙
直
筆
の
『
米
澤
市
史
稿
』
は
六

冊
あ
り
、
一
冊
目
は
「
上
長
井
村
目
録
」、
二
冊
目
「
下
長
井
東
通
村
目
録
」、
三

冊
目
「
小
国
外
中
津
川
村
目
録
」、
四
冊
目
「
中
郡
村
目
録
」、
五
冊
目
「
社
寺
」、

六
冊
目
「
米
沢
史
巻
之
十
四
下
」
と
残
っ
て
い
る
。
一
か
ら
四
冊
目
ま
で
は
村
目

録
資
料
の
写
本
、
五
冊
目
は
社
寺
縁
起
、
六
冊
目
は
藩
士
の
系
譜
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
推
定
す
る
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
米
沢
市
史
』
も
編
年
体
、
も
し
く
は

資
料
集
の
よ
う
な
形
態
で
発
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
昭
和
十
九
年
に
発
行
さ
れ
た
『
米
沢
市
史
』
の
序
に
は
、

　
　 

本
市
大
正
の
初
頭
に
於
て
、
伊
佐
早
謙
氏
に
委
嘱
し
て
、
米
沢
市
史
を
編
成
せ

ん
と
せ
し
が
、
大
火
に
遭
ひ
て
其
の
既
成
の
稿
本
を
失
ひ
、
次
い
で
同
氏
の
逝

去
に
よ
り
て
全
く
中
絶
す
る
に
至
れ
り
。
茲
に
昭
和
九
年
十
一
月
、
更
め
て
市

史
撰
修
の
計
画
を
樹
て
、
上
杉
神
社
宮
司
大
乗
寺
良
一
氏
を
委
員
長
に
挙
げ
、

椿
辰
之
助
、
今
井
清
見
、
中
澤
千
代
松
、
橘
薫
の
四
氏
を
委
員
に
嘱
託
し
て
新

に
編
纂
に
従
事
せ
し
む
。

と
、
大
火
に
よ
っ
て
そ
の
既
成
の
稿
本
の
ほ
ぼ
全
て
を
失
い
、
ま
た
伊
佐
早
の
死
去

に
よ
っ
て
中
断
し
て
い
た
『
米
沢
市
史
』
の
刊
行
は
昭
和
九
年
に
な
り
、
改
め
て

計
画
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

�
　
伊
佐
早
謙
「
米
沢
藩
興
譲
館
の
沿
革
　
大
正
十
五
年
十
二
月
於
東
京
興
譲
館
講

演
」（『
米
沢
有
為
会
雑
誌
』、第
三
五
九
号
、米
沢
有
為
会
、一
九
二
七
年
一
月
発
行
）

�
　
前
掲
註
�
、
伊
佐
早
講
演
。




